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1

イタリアにおける契約譲渡

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
契
約
譲
渡 

―
―
法
理
の
歴
史
的
由
来
と
そ
の
展
開
―
―

ア
ン
ド
レ
ア
・
オ
ル
ト
ラ
ー
ニ

序

　

現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
取
引
実
務
の
慣
行
で
は
、
債
権
や
債
務
、
契
約
、
担
保
な
ど
様
々
な
権
利
や
法
的
地
位
が
、
頻
繁
に
移
転
さ

れ
て
い
る
。
今
や
契
約
譲
渡
論
は
世
界
の
学
説
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
法
理
で
あ
る（

1
（

。

　

契
約
譲
渡
を
制
定
す
る
一
般
規
範
が
初
め
て
成
文
法
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
二
年
の
イ
タ
リ
ア
民
法
典
で
あ
る
。
確
か
に
、

契
約
上
の
地
位
の
移
転
を
特
定
の
事
例
に
適
用
す
る
規
範
は
す
で
に
現
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
賃
貸
借
契
約
の
当
事
者
の
交
代
に
関

序一　

現
行
民
法
典
以
前
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
譲
渡
諸
法
理

二　

現
行
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
基
づ
く
契
約
譲
渡

三　

対
象
（
目
的
（

四　

方　

式

五　

小　

括
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す
る
条
文
は
、
一
八
〇
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
一
九
四
二
年
の
イ
タ
リ
ア
民
法

典
の
重
要
性
は
、
契
約
譲
渡
の
一
般
条
文
を
制
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
契
約
譲
渡
論
に
と
っ
て
、
真
の
転
回
点
で
あ
っ
た
。

以
下
、
近
代
イ
タ
リ
ア
法
を
中
心
と
し
て
、
契
約
譲
渡
の
歴
史
的
由
来
と
そ
の
展
開
と
を
分
析
す
る
。

一　

現
行
民
法
典
以
前
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
譲
渡
諸
法
理

㈠　

イ
タ
リ
ア
旧
民
法
典
の
条
文

　

一
八
六
五
年
民
法
典
は
、
そ
の
多
く
を
フ
ラ
ン
ス
の
モ
デ
ル
に
倣
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
王
国
統
一
後
初
の
民
法
典
で
あ
る
。
一
九
四

二
年
に
現
行
民
法
典
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
一
八
六
五
年
民
法
典
は
旧
民
法
典
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
法
伝
統
を
踏
襲
し
、

旧
民
法
典
に
は
、
任
意
の
契
約
譲
渡
に
関
す
る
条
文
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
賃
貸
借
の
条
文
に
お
い
て
、
法
定
契
約
譲
渡
の
規
定
は

存
在
し
た
。
第
一
五
七
三
条
は
、「
そ
の
権
能
が
禁
じ
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
賃
借
人
は
他
人
に
転
貸
又
は
賃
貸
借
契
約
を
譲
渡
す

る
権
利
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
全
面
的
又
は
部
分
的
に
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
特
約
が
な
け
れ
ば
そ
の
禁
止
は
無
効

で
あ
る（

2
（

」
と
規
定
し
、
第
一
五
九
七
条
は
「
賃
貸
借
契
約
が
公
正
証
書
ま
た
は
私
書
証
書
に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
お
よ
び
賃

貸
人
が
売
却
の
場
合
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
を
解
消
す
る
権
利
を
保
留
し
た
場
合
を
除
き
、
賃
貸
人
が
賃
貸
物
を
売
却
し
た
場
合
、

買
主
は
賃
貸
借
契
約
を
尊
重
す
る
義
務
を
負
う（

（
（

」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
契
約
の
譲
渡
と
い
う
制
度
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
説
が
一
貫
し
て
任
意
で
、
か

つ
特
定
名
義
に
よ
る
生
前
の
契
約
譲
渡
と
い
う
一
般
制
度
を
否
認
し
た
。

　

こ
の
姿
勢
は
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
学
説
に
批
判
さ
れ
て
、
克
服
さ
れ
た
。
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㈡　

旧
民
法
典
か
ら
一
九
四
二
年
の
民
法
典
ま
で
の
学
説
の
進
展

1
　
問
題
の
所
在

　

一
八
六
五
年
民
法
典
の
施
行
時
、
契
約
譲
渡
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
強
く
受
け
た
イ
タ
リ
ア

の
一
八
六
五
年
民
法
典
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
に
関
す
る
制
度
上
の
条
文
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
債
務
引
受
は
実
務

上
で
も
学
説
上
で
も
認
め
ら
れ
、
学
説
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
契
約
譲
渡
の
可
能
性
に
関
し
て
活
発
に
論
じ
て
い
た（

（
（

。
ま
た
、
実
務

家
は
、
債
権
譲
渡
や
再
売
買
な
ど
他
の
制
度
の
不
備
を
認
め
て
、
日
常
的
に
当
事
者
間
の
契
約
上
の
地
位
に
依
拠
す
る
取
引
が
行
わ

れ
た
。
よ
っ
て
、
学
説
の
議
論
で
は
、
契
約
譲
渡
の
合
法
性
お
よ
び
そ
の
本
性
と
い
う
問
題
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
換
言
す
る
と
、

イ
タ
リ
ア
の
法
体
系
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
は
実
務
家
が
牽
引
し
学
説
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
新
し
い
制
度
な
の
か
、
あ
る
い
は
単

に
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
の
個
別
的
制
度
の
合
併
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
論
じ
ら
れ
た
。

2
　
分
解
説

　

最
初
に
現
れ
た
通
説
は
、
分
解
説
で
あ
っ
た
。
契
約
譲
渡
の
明
文
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
に
関
す
る
条
文

が
あ
っ
た
た
め
、
契
約
と
い
っ
た
全
体
的
取
引
を
債
務
と
債
権
に
解
体
し
、
そ
の
債
権
と
債
務
の
移
転
に
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
の

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
契
約
の
譲
渡
と
い
っ
た
具
体
的
効
果
に
達
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

こ
の
法
理
は
、
イ
タ
リ
ア
で
“Teoria atom

istica

”（
逐
語
的
に
：「
原
子
的
論
」、
以
降
「
分
解
説
」
と
い
う
（
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
ド
イ
ツ
の
分
解
説
（Zerlegungskonstruktion

（
の
継
受
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

分
解
説
に
よ
る
と
、
移
転
す
る
も
の
は
、
全
体
の
法
的
関
係
で
は
な
く
、
個
別
の
債
権
と
債
務
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
者
で
あ

る
譲
受
人
は
譲
渡
の
取
引
の
当
事
者
に
な
ら
ず
、
単
に
債
権
の
譲
受
人
と
債
務
引
受
人
で
あ
る（

（
（

。

　

ド
イ
ツ
学
説
で
は
、
分
解
説
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
施
行
以
前
に
支
持
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
よ
る
と
、
債
権
の
譲
渡
は
、

特
定
の
例
外
を
除
き
、
可
能
で
あ
っ
た
。
代
表
的
なW

indscheid

の
主
著
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
教
科
書
（Lehrbuch des 
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Pandektenrechts

（』
で
、
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た（

（
（

。

　

当
時
ド
イ
ツ
民
法
典
の
条
文
は
、
単
独
の
債
権
な
い
し
債
務
の
移
転
に
適
用
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
債
権
な
い
し
債
務
の
グ

ル
ー
プ
に
も
適
用
で
き
、
一
方
の
当
事
者
の
全
て
の
債
権
な
い
し
義
務
に
適
用
で
き
る
。Siber

（
（
（

、Stam
m

ler

（
（1
（

、Gierke

（
（（
（

、Crom
e

（
（1
（

、

Enneccerus

（
（1
（

な
ど
の
ド
イ
ツ
学
者
は（

（1
（

、
債
権
譲
渡
お
よ
び
同
時
の
債
務
引
受
を
通
じ
て
、
契
約
の
譲
渡
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る（

（1
（

。

上
記
著
者
に
よ
る
と
、
契
約
の
要
素
で
あ
る
債
権
と
債
務
は
移
転
す
る
が
、
元
の
契
約
関
係
は
不
変
で
あ
り
、
元
の
当
事
者
か
ら
新

し
い
当
事
者
に
移
転
で
き
な
い
。
た
だ
、
著
者
の
間
で
、
わ
ず
か
な
相
違
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、Gierke

に
よ
る
と
債
権
者
の
地

位
は
複
合
的
な
債
権
の
合
成
物
で
あ
る
が（

（1
（

、Stam
m

ler

に
よ
れ
ば
、
債
権
者
の
地
位
は
一
体
物
で
あ
る
。
ま
た
、Stam

m
ler

は
、

双
務
契
約
に
お
い
て
債
務
が
移
転
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
債
権
も
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
単
な
る
債
権
の
譲
渡
は

不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（1
（

。
し
か
し
、
債
権
の
譲
渡
お
よ
び
同
時
の
債
務
引
受
を
通
じ
て
契
約
の
譲
渡
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
、
両
者
は
共
通
す
る
。

　

こ
の
法
理
が
前
述
し
た
分
解
説
（Zerlegungskonstruktion

（
で
あ
り
、D

em
elius

も
主
張
し
た
説
で
あ
る（

（1
（

。
特
に
、

D
em

elius

は
、
分
解
説
な
い
し
契
約
譲
渡
の
合
法
性
を
主
張
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
実
定
法
の
貸
付
さ
れ
た
農
地
の
売
買
お
よ
び
担

保
さ
れ
た
物
の
売
買
の
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
規
定
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
こ
の
分
解
説
が
採
用
さ
れ
た
。

　

Redenti

に
よ
る
と
、
同
時
に
全
て
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
時
の
法
体
系
に
お
い
て
、
不
可
能
で
あ
る
。

民
法
典
の
規
定
を
参
照
す
る
と
、
債
権
の
移
転
は
可
能
で
あ
る
が
、
債
務
の
移
転
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い（

11
（

。
し
か
し
、
債
権
の
譲
渡

お
よ
び
債
務
引
受
を
同
時
に
行
う
場
合
に
は
、
実
質
的
に
も
経
済
的
に
も
同
等
の
結
果
に
達
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
合
法
で
あ

る
と
主
張
し
た
。

　

Finzi

は
、
一
九
三
二
年（

1（
（

お
よ
び
一
九
三
三
年（

11
（

の
論
文
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
の
合
法
性
を
支
持
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
二
年
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の
論
文
で
、「
我
が
法
制
度
は
、
契
約
の
効
果
の
系
統
的
で
一
体
的
概
念
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
、
ロ
ー
マ
法
に
基
づ
い

た
大
陸
法
体
系
の
根
本
的
な
分
解
主
義
（atom

ism
o fondam

entale

（
を
強
調
し
た（

11
（

。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
関
係
は
当
時
の
実

定
法
に
基
づ
い
て
流
通
し
、
権
利
は
譲
渡
に
よ
っ
て
正
式
に
移
転
さ
れ
る
が
、
義
務
は
更
改
的
債
務
引
受
が
な
い
限
り
移
転
す
る
こ

と
は
な
い
と
主
張
し
た（

11
（

。

　

さ
ら
にFinzi
は
、
保
険
契
約
の
相
続
の
例
を
分
析
し
な
が
ら
、
当
事
者
の
契
約
上
の
法
的
地
位
の
移
転
は
債
権
譲
渡
と
債
務
引

受
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い
う
分
解
説
の
基
本
的
な
特
徴
を
主
張
し
た（

11
（

。
そ
こ
で
彼
は
何
度
もcessione di contratto

（
い
わ
ゆ

る
〝
契
約
の
譲
渡
〟（
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
体
的
な
法
的
状
況
の
移
転
と
定
義
さ
れ
、
広
義
の
意
味
で
、
そ

の
移
転
は
売
買
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る（

11
（

。

　

Fontana

も
同
様
に
、「
契
約
譲
渡
（Cessione di contratto

（」
と
題
し
た
論
文
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
学
説
は
、
債
権
の
み

な
ら
ず
、
債
務
の
移
転
も
承
認
し
た
と
い
う
こ
と
を
出
発
点
と
し
、
債
権
お
よ
び
債
務
を
含
む
契
約
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
の
結
論
に
至
る（

11
（

。
特
に
、
契
約
譲
渡
は
、
権
利
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
合

的
な
取
引
で
あ
る
と
論
じ
る（

11
（

。
ま
た
、
法
体
系
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
最
も
大
き
い
妨
害
は
、
債
権
の
人
的
側
面
を

強
調
す
る
ロ
ー
マ
法
の
伝
統
で
あ
る
と
主
張
す
る（

11
（

。

　

当
時
の
最
高
破
毀
院
も
、
分
解
説
を
支
持
し
た
。
一
九
三
八
年
の
判
決
に
お
い
て（

11
（

、「
未
履
行
で
双
務
契
約
の
全
体
的
移
転
（
譲

渡
（、
つ
ま
り
、
目
的
物
に
対
す
る
債
権
お
よ
び
代
価
に
対
す
る
債
務
の
結
合
的
譲
渡
を
結
果
と
す
る
一
体
し
た
取
引
」
は
存
在
し

な
い
と
述
べ
た（

1（
（

。
逆
に
、
取
引
を
債
権
と
債
務
と
い
う
要
素
に
分
解
し
、
債
権
に
対
し
て
は
債
権
譲
渡
、
債
務
に
対
し
て
は
債
務
引

受
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
じ
結
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

よ
っ
て
、
上
記
の
論
者
お
よ
び
判
例
法
に
よ
る
と
、
契
約
譲
渡
は
、
分
解
説
の
法
理
で
正
当
性
を
持
ち
、
当
時
イ
タ
リ
ア
の
法
体

系
に
お
い
て
合
法
の
取
引
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
て
の
論
者
は
、
契
約
譲
渡
は
経
済
的
な
視
点
か
ら
基
本
的
に
一
体
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化
し
た
取
引
で
は
あ
る
も
の
の
、
契
約
譲
渡
の
法
的
根
拠
お
よ
び
本
性
は
一
体
化
し
た
法
律
制
度
で
は
な
い
と
い
う
詭
弁
を
弄
す
る
。

　

こ
の
立
場
は
、
説
得
力
に
欠
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
実
を
直
視
し
、
実
務
家
の
必
要
性
を
重
視
し
た
学
説
、
い
わ
ゆ
る
一
体
説

と
い
う
新
し
い
契
約
譲
渡
の
法
理
が
提
供
さ
れ
た
。

3
　
一
体
説
の
先
駆
者

　

一
九
二
八
年
に
、M

ossa

は
新
し
い
法
理
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
最
高
破
毀
院
判
決
の
注
釈
に
お
い
て（

11
（

、
イ
タ
リ
ア
で
初

め
て
契
約
譲
渡
の
一
体
説
（teoria unitaria

（
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
説
は
、
ド
イ
ツ
学
説
（Siber

（
11
（

（
が
一
九
二
〇
年
に
支
持
し
た
法
理
を
反
映
し
、
契
約
譲
渡
と
い
う
取
引
の
根
本
的
一
体
的
本

性
を
強
調
す
る
。

　
「
契
約
の
売
買
（V

endita di contratto

（」
と
啓
蒙
的
に
題
し
た
論
文
の
書
出
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
流
通
の
絶
え
間
な
い
波
の
下
で
、
古
い
法
体
制
は
腐
食
し
、
変
化
す
る
。
し
ば
し
ば
、
か
か
る
法
体
制
の
単
に
外
見
の
み
が
変
化
す

る；

あ
る
い
は
、
外
見
は
変
更
さ
れ
ず
と
も
、
そ
の
基
礎
が
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
。
最
も
一
般
的
で
、
交
易
の
存
在
に
必
要
と
さ
れ
る
契

約
、
つ
ま
り
売
買
契
約
を
変
化
さ
せ
る
主
体
は
、
交
易
の
変
わ
り
つ
つ
あ
る
側
面
で
あ
る（

11
（

。」

　

本
論
文
は
、
分
解
説
に
従
う
最
高
破
毀
院
の
判
決
を
批
判
し
な
が
ら
、
一
体
説
を
主
張
す
る
。

　
「
契
約
の
売
買
は
元
の
全
体
的
関
係
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
買
主
は
元
の
買
主
の
全
て
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
も
っ
て
、

契
約
に
加
入
す
る
。
譲
渡
に
関
し
て
論
じ
る
際
、
特
定
の
権
利
ま
た
は
債
務
の
単
一
的
あ
る
い
は
分
解
的
譲
渡
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

逆
に
契
約
の
債
権
お
よ
び
債
務
の
総
合
的
譲
渡
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る（

11
（

。」

　

こ
の
主
張
の
あ
と
、M

ossa

は
分
解
説
を
支
持
す
る
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
主
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
：W

indscheid

（
11
（

、
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Stam
m

ler

（
11
（

、Enneccerus

（
11
（

、D
em

elius

（
11
（

、T
uhr

（
11
（

が
紹
介
さ
れ
る
が（

1（
（

、
フ
ラ
ン
ス
のA

ubry et Rau

（
11
（

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

し
か
し
、M

ossa

は
、
契
約
の
売
買
が
、
分
解
説
の
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
と
は
異
な
る
と
主
張
し
、
論
文
の
後
半
で
は
一
体
説

の
根
本
的
特
徴
、
つ
ま
り
全
て
の
当
事
者
の
法
的
地
位
の
移
転
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
、M

ossa

は
商
業
上
の
売

買
契
約
、
特
に
証
券
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
契
約
譲
渡
一
般
に
つ
い
て
一
体
説
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
体
説
を
採

用
す
る
学
説
に
お
い
て
は
、M

ossa

は
一
体
説
の
最
初
の
支
持
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

　

さ
ら
に
、Pietro Gasparri

の
著
書
が
言
及
に
値
す
る
。
一
九
三
七
年
に
行
政
法
の
教
授
に
な
る
前
、
一
九
三
二
年
にM

ossa

を
指
導
教
官
と
し
て
卒
業
し
た
後（

11
（

、
一
九
三
五
年
に
『
契
約
譲
渡
』
と
い
う
著
書
を
公
表
す
る（

11
（

。Gasparri

は
、M

ossa

の
主
張

を
支
持
し
、
契
約
譲
渡
の
経
済
的
機
能
を
強
調
す
る
。
特
に
、
全
て
の
契
約
は
譲
渡
で
き
る
と
主
張
し
、
契
約
譲
渡
は
有
体
財
産
を

代
替
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
直
感
し
た（

11
（

。
約
六
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
賃
貸
借
契
約
お
よ
び
保
険
契
約
、
売
買
契
約
を
分
析

し
、
当
時
の
契
約
譲
渡
の
法
理
を
批
判
的
に
評
価
し
、
訴
訟
代
理
人
制
度
（procuratio in rem

 suam

（
と
債
務
引
受
の
考
察
で
終

わ
る
。
詳
細
な
分
析
で
は
な
い
も
の
の
、Gasparri

は
分
解
説
の
欠
陥
を
指
摘
し（

11
（

、M
ossa

の
一
体
説
と
契
約
譲
渡
の
全
体
的
取

引
の
一
体
性
を
強
調
す
る（

11
（

。

4
　
第
三
の
説
―
―
更
新
説

　

一
九
三
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
法
学
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
の
分
解
説
は
批
判
さ
れ
、
そ
の
法
理
を
克
服
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い

た
。
最
終
的
に
一
体
説
が
一
九
四
二
年
の
民
法
典
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、N

icolò

は
分
解
説
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
、

一
体
説
と
は
異
な
る
法
理
を
提
供
し
て
い
る
。

　
『
他
人
の
義
務
の
履
行
（L

’adem
pim

ento dell

’obbligo altrui

（』
と
い
う
著
書
に
お
い
て（

11
（

、N
icolò

は
更
新
説
（T

eoria della 

rinnovazione

（
を
紹
介
す
る
。
幅
広
い
著
書
で
あ
り
、
様
々
な
事
例
を
用
い
な
が
ら
、
他
人
の
義
務
の
履
行
に
か
か
る
問
題
と
そ

の
解
決
方
法
に
触
れ
て
い
る
。
契
約
譲
渡
は
本
書
の
最
後
尾
、
第
二
部
（
他
人
の
義
務
の
間
接
履
行
（
の
第
四
章
（
債
務
の
継
続
お
よ



（

法学研究 92 巻 10 号（2019：10）

び
い
わ
ゆ
る
契
約
譲
渡
（
に
お
い
て
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
N

icolò

は
、
契
約
譲
渡
に
つ
い
て
の
学
術
的
分
析
が
依
然
と
し
て
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
学
説
を
批
判
す
る
。N

icolò

の
独
特

な
理
論
に
よ
れ
ば
、「
確
か
に
、
契
約
の
法
的
結
果
の
譲
渡
は
、
つ
ま
り
契
約
の
全
て
の
確
定
的
で
法
的
効
果
に
対
し
て
、
あ
る
者

と
他
の
者
の
交
替
は
、
抽
象
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
」。
そ
の
理
由
は
、
取
引
は
既
に
法
的
効
果
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
改
め
て
他

の
者
に
対
し
て
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
単
な
る
譲
渡
は
そ
の
効
果
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
効
果
を
移
転
さ
せ

る
に
は
新
し
く
自
立
し
た
取
引
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る（

1（
（

。
よ
っ
て
、
継
続
的
契
約
ま
た
は
履
行
延
期
契
約
の
場
合
の
み
、
債
権
と
債

務
の
複
合
で
あ
る
全
体
的
な
法
律
上
の
地
位
を
移
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
発
的
契
約
ま
た
は
一
部
履
行
し
た
契
約
の
場
合

は
、
そ
の
要
素
を
分
解
し
、
債
権
を
譲
渡
し
ま
た
は
債
務
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
る
、
と
主
張
し
た（

11
（

。

　

こ
の
説
に
よ
る
と
、
契
約
譲
渡
の
構
造
の
基
礎
は
、
元
の
契
約
の
法
的
関
係
の
移
転
で
は
な
く
、
元
の
契
約
の
法
的
関
係
の
淵
源

の
更
新
で
あ
る（

11
（

。「
自
立
し
た
契
約
譲
渡
は
、
実
質
的
に
は
、
取
引
の
意
思
表
示
の
更
新
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
契
約
の
更
新
で
あ

る
（
11
（

」。

　

上
記
の
よ
う
なN

icolò

の
契
約
譲
渡
の
説
は
一
切
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た（

11
（

。
そ
の
根
本
的
な
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

契
約
譲
渡
は
、
元
の
当
事
者
間
の
更
新
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、N

icolò

の
説
は
、
二
つ
の
重
要
な
点
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
そ
の
後
の
契
約
譲
渡
の
法
理
の
発
展
に
対
し
て
、
重
要

な
貢
献
を
し
た
。

　

ま
ず
、
契
約
譲
渡
と
い
う
取
引
の
経
済
的
な
側
面
を
強
調
し
て（

11
（

、
一
体
説
の
完
成
へ
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

被
譲
渡
人
の
同
意
は
、
分
解
説
に
お
い
て
、
有
効
の
要
件
と
み
な
さ
れ
た
が
、N

icolò

の
法
理
で
は
、
被
譲
渡
人
の
同
意
は
譲
渡
の

要
件
で
あ
る
。
被
譲
渡
人
の
同
意
に
よ
っ
て
、
元
の
契
約
に
か
か
る
意
思
表
示
の
効
果
は
第
三
者
た
る
譲
受
人
に
ま
で
波
及
し
、
譲

受
人
も
更
新
さ
れ
た
契
約
の
当
事
者
に
な
る（

11
（

。
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既
に
分
解
説
の
欠
点
は
一
体
説
の
支
持
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
更
新
説
に
よ
る
批
判
に
よ
っ
て
、
分
解
説
は
最
終
的

に
毀
棄
さ
れ
た（

11
（

。

5
　
一
体
説
の
完
成

　

一
体
説
は
、
一
九
三
九
年
のPuleo

の
『
契
約
譲
渡
（La cessione del contratto

（
11
（

（』
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
ま
ず
、
契
約
譲
渡

の
定
義
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
契
約
譲
渡
と
い
う
表
現
で
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
第
三
者
へ
契
約
を
通
じ
て
成
立
し
た
法
的
関
係
の
複
合
を
移
転
さ
せ
る
取
引
を
指

す
（
11
（

。」

　

そ
し
て
、
一
体
説
の
根
本
的
な
特
徴
が
述
べ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
契
約
譲
渡
を
行
う
三
人
の
当
事
者
の
目
的
は
、
契
約
関
係
に
含

ま
れ
て
い
る
様
々
な
債
権
お
よ
び
債
務
を
分
解
さ
せ
、
そ
れ
を
個
々
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
逆
に
、
契
約
譲
渡
の
目
的
は
、

全
体
的
な
法
的
地
位
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る（

1（
（

。

　

序
論
で
は
、
売
買
契
約
の
譲
渡
、
会
社
の
売
却
に
際
し
た
物
品
供
給
契
約
の
譲
渡
、
保
険
契
約
の
譲
渡
と
い
っ
た
様
々
な
事
例
に

触
れ
な
が
ら
、
上
記
解
説
の
長
所
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
一
章
で
、Puleo

は
契
約
譲
渡
に
関
す
る
諸
理
論
を
批
判
的
に
分
析
す
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
三
一
年
、Redenti

に
よ
っ
て
契
約
譲
渡
の
不
可
能
性
が
主
張
さ
れ
、
分
解
説
が
支
持
さ
れ
た（

11
（

。

Redenti

の
説
に
対
し
て
、Puleo

は
、
分
解
説
に
よ
る
取
引
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
交
替
が
な
い
た
め
、
契
約
譲
渡
に
特
有

の
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
当
事
者
の
実
質
的
な
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、N

icolò

の
更
新
説
の
根
本
的
な
弱
点
、
す
な
わ
ち
元
の
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
譲
受
人
は
元
の
契
約
を
更
新
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
点（

11
（

、
あ
る
い
は
元
の
契
約
が
消
滅
し
、
新
し
い
契
約
が
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
譲
渡
の
前
提
は
元
の
契
約



10

法学研究 92 巻 10 号（2019：10）

の
継
続
で
あ
る
点（

11
（

を
指
摘
し
、
そ
の
説
を
退
け
る
。

　

そ
の
後
、
分
解
説
の
代
表
的
支
持
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
学
説
、
特
に
「
初
期
」
のSiber

（
11
（

、Stam
m

ler

、Gierke

とD
em

elius

、

並
び
に
イ
タ
リ
ア
の
学
説
のFinzi

とFontana

に
言
及
す
る（

11
（

。Puleo

は
、
分
解
説
の
基
本
的
な
根
拠
、
つ
ま
り
個
々
の
債
権
と

債
務
の
移
転
可
能
性
と
契
約
関
係
の
移
転
不
可
能
性
を
識
別
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
契
約
譲
渡
の
全
体
的
な
取
引
の
基
本
的
な
統
一

性
を
強
調
す
る
。
分
解
説
の
支
持
者
に
対
し
て
、Puleo 

は
一
体
説
を
支
持
す
る
「
後
期
」
のSiber

とM
ossa

を
対
比
さ
せ
る
。

　

特
に
、
第
二
章
と
第
三
章
に
お
い
て
、Puleo

は
自
身
の
契
約
譲
渡
法
理
を
展
開
す
る
。
分
解
説
に
よ
る
と
、
契
約
譲
渡
を
行
う

場
合
は
、
譲
渡
人
の
法
律
上
の
地
位
は
全
体
的
に
移
転
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
でPuleo

が
注
目
す
る
の
が
、
形
成
権
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
単
な
る
債
権
譲
渡
を
通
じ
て
は
、
全
体
的
法
律
上
の
地
位
は
移
転
し
な
い
が
、
契
約
の
本
性
に
よ
る
、
当
事
者
と
密
接
な

関
係
を
持
つ
権
利
が
あ
る
。
例
え
ば
、
継
続
的
契
約
に
お
い
て
解
除
権
お
よ
び
不
履
行
に
よ
る
解
除
権
は
、
移
転
す
る
の
か
ど
う
か
。

分
解
説
に
よ
る
と
、
解
除
権
は
債
権
に
付
帯
す
る
た
め
、
解
除
権
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。Puleo

に
よ
る
と
、
解
除
権
は
債
権

者
を
保
護
す
る
道
具
で
あ
る
が
、
債
権
を
消
滅
さ
せ
る
目
的
を
持
つ
た
め
、
債
権
の
保
証
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

　

従
っ
て
、
契
約
関
係
は
全
体
的
に
移
転
し
な
い
、
と
い
う
分
解
説
の
根
本
的
な
点
は
、
譲
受
人
に
い
く
つ
か
の
権
利
な
い
し
付
随

条
項
は
移
転
さ
れ
る
が
、
特
定
の
権
利
は
移
転
せ
ず
譲
渡
人
の
も
と
に
そ
の
ま
ま
残
存
す
る
、
と
い
う
奇
妙
な
効
果
を
生
じ
さ
せ
る

と
指
摘
す
る（

11
（

。
同
様
に
、
取
消
権
は
、
分
解
説
に
よ
れ
ば
移
転
し
な
い
筈
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
奇
妙
な
結
果
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

分
解
説
の
支
持
者
は
上
記
の
よ
う
な
奇
妙
な
結
果
に
鑑
み
、
現
行
法
上
の
法
理
を
拡
大
解
釈
し
、
債
権
と
債
務
の
み
移
転
す
る
と

主
張
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
付
随
条
項
な
ど
の
権
利
は
債
権
に
付
帯
す
る
か
ら
、
そ
れ
も
移
転
す
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
債
権

と
債
務
の
み
が
移
転
す
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
他
の
契
約
関
係
と
関
連
す
る
権
利
が
移
転
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
場

合
、
分
解
説
の
存
在
理
由
は
な
く
な
る（

11
（

。
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全
て
の
法
的
関
係
の
移
転
を
認
め
、
契
約
を
分
解
せ
ず
に
当
事
者
間
の
取
引
を
全
体
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
、
か
つ
そ
の
移
転

を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
の
解
決
方
法
で
あ
る
とPuleo

は
主
張
す
る
。Puleo

に
よ
る
と
、
契
約
譲
渡
を
帰
結
さ
せ
る
取

引
の
本
性
は
、
基
本
的
に
一
体
で
あ
る（

11
（

。
双
務
契
約
が
生
み
出
す
法
律
上
の
関
係
の
個
々
の
要
素
が
別
々
に
流
通
で
き
る
と
す
れ
ば
、

同
一
の
法
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
一
つ
の
法
的
取
引
で
、
そ
の
要
素
を
全
体
と
し
て
当
事
者
が
そ
れ
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
る

理
由
は
な
い（

11
（

。
実
定
法
は
、
契
約
の
効
果
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
命
じ
な
い
た
め
、
債
権
と
債
務
は
個
々
に
流
通
で
き
る
が
、
契

約
自
由
の
原
則
の
下
で
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
取
引
を
全
体
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る（

1（
（

。
よ
っ
て
、

契
約
譲
渡
の
一
体
説
を
採
用
す
る
と
、
移
転
で
き
な
い
契
約
の
要
素
は
な
い（

11
（

。

　

契
約
譲
渡
の
構
造
お
よ
び
効
果
に
関
し
て
、Puleo

は
被
譲
渡
人
に
注
目
す
る
。
つ
ま
り
、
契
約
譲
渡
の
成
立
の
た
め
に
は
、
必

然
的
に
被
譲
渡
人
の
同
意
が
必
要
と
な
る
。
か
か
る
同
意
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
同
意
が
成
立
す
る
以
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
も

可
能
で
、
若
し
く
は
他
の
当
事
者
と
同
時
に
同
意
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（

11
（

。
さ
ら
に
、
被
譲
渡
人
の
同
意
で
、
通
常
譲
渡
人
は
解

放
さ
れ
る
が
、
被
譲
渡
人
が
契
約
譲
渡
に
同
意
し
、
譲
渡
人
を
解
放
し
な
い
意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
契
約
譲
渡
は
成
立
す

る
と
主
張
す
る
。
こ
の
場
合
、
契
約
の
主
要
な
債
権
債
務
関
係
は
移
転
す
る
が
、
譲
渡
人
は
被
譲
渡
人
に
対
し
て
、
譲
受
人
の
不
履

行
の
場
合
、
保
証
人
と
同
様
に
、
責
任
を
負
う（

11
（

。

　

契
約
譲
渡
の
存
否
を
決
め
る
要
素
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
実
質
的
交
替
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
債
務
に
つ
い
て
も
、

そ
の
交
替
な
い
し
譲
渡
人
の
契
約
関
係
か
ら
離
脱
す
る
場
合
に
は
、
契
約
譲
渡
の
成
立
を
妨
害
せ
ず
、
契
約
譲
渡
は
完
成
す
る
。

　

逆
に
、
被
譲
渡
人
が
同
意
し
な
い
場
合
又
は
同
意
に
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
、
契
約
譲
渡
は
成
立
せ
ず
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
間
で
、

場
合
に
よ
っ
て
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
が
成
立
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
契
約
関
係
な
い
し
被
譲
渡
人
の
全
体
的
な
法
律
上

の
地
位
は
移
転
し
な
い（

11
（

。

　

第
四
章
は
、
三
人
の
当
事
者
に
対
し
、
契
約
譲
渡
の
及
ぼ
す
効
果
を
分
析
す
る
。
原
則
的
に
、
契
約
譲
渡
に
よ
っ
て
、
譲
渡
人
が
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契
約
関
係
か
ら
完
全
に
切
り
外
さ
れ
、
か
つ
被
譲
渡
人
に
対
し
て
保
証
義
務
に
関
す
る
特
定
の
協
定
が
な
け
れ
ば
、
譲
渡
人
は
一
切

義
務
を
負
わ
ず
、
権
利
も
な
い
。

　

契
約
譲
渡
と
い
う
法
律
行
為
が
完
成
し
た
ら
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
法
律
上
の
地
位
を
承
継
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
権
利
な
い
し
形
成

権
、
ま
た
は
全
て
の
義
務
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
移
転
す
る
。
よ
っ
て
、
譲
受
人
は
強
制
履
行
を
請
求
で
き
る
。
ま
た
、
相
手
方

の
不
履
行
の
場
合
、
解
除
お
よ
び
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

元
の
契
約
に
お
い
て
、
譲
渡
人
の
同
意
に
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
、
譲
受
人
は
そ
の
錯
誤
の
理
由
に
よ
っ
て
、
契
約
の
取
消
を
請
求

で
き
る
とPuleo
は
主
張
す
る（

11
（

。
被
譲
渡
人
も
、
譲
受
人
に
対
し
て
、
契
約
に
基
づ
く
事
由
は
対
抗
で
き
る
。
但
し
、
譲
渡
人
と
の

個
人
的
関
係
な
い
し
他
の
契
約
関
係
に
基
づ
い
た
対
抗
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
譲
渡
人
は
譲
受
人
に
対
し
て
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
の
存
在
の
み
保
証
す
る
。
よ
っ
て
、
被
譲
渡
人
の
不
履
行
の
場
合
で

も
、
譲
渡
人
は
契
約
譲
渡
の
対
価
を
請
求
で
き
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

第
五
章
で
は
、
契
約
譲
渡
の
複
雑
な
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
事
例
を
分
析
す
る
。
そ
の
例
は
、
賃
貸
借
契
約
の
譲
渡
お
よ
び
賃
貸

さ
れ
た
物
件
の
売
買
、
会
社
の
売
却
に
際
し
た
労
働
契
約
の
譲
渡
、
包
括
的
贈
与
（donazione universale

（、
遺
産
の
売
買
、
会

社
の
合
併
、
保
険
会
社
の
顧
客
の
移
転
と
い
っ
た
事
例
で
あ
る
。

　

当
時
の
民
法
典
に
お
い
て
、
第
一
五
七
三
条
は
、
賃
借
権
の
移
転
を
可
能
と
し
た
。
同
様
に
、
旧
民
法
典
の
第
一
五
九
七
条
は
、

物
件
の
移
転
の
場
合
、
賃
貸
人
の
地
位
は
買
主
に
移
転
す
る
と
規
定
し
た
。Puleo

は
、
個
別
の
契
約
譲
渡
の
事
案
を
規
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
契
約
譲
渡
一
般
の
存
在
を
承
認
し
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
主
張
す
る（

11
（

。
同
様
に
、
会
社
の
移
転
の
場
合
は
、

労
働
契
約
も
移
転
す
る
と
い
う
の
が
、
労
働
法
の
原
則
で
あ
る
。
逆
に
、
包
括
的
贈
与
の
場
合
は
、
移
転
す
る
物
（
財
産
（
は
集
合

物
（universitas juris

（
で
は
な
い
た
め
、
ま
た
、
当
事
者
の
意
思
に
つ
い
て
一
切
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
明
瞭
な
意

思
表
示
が
な
け
れ
ば
、
贈
与
者
か
ら
受
贈
者
へ
契
約
は
移
転
し
な
い（

11
（

。
同
様
に
、
遺
産
の
売
買
の
場
合
に
も
、
相
続
の
承
認
に
際
し
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て
、
特
定
で
明
瞭
な
意
思
表
示
が
な
け
れ
ば
、
契
約
は
移
転
し
な
い（

11
（

。

　

会
社
の
合
併
の
場
合
、Puleo

は
全
て
の
労
働
契
約
が
移
転
す
る
と
主
張
す
る
が
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
合
併
し
、
一
方
の
当
事

者
た
る
譲
渡
人
は
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
方
の
当
事
者
は
一
つ
の
主
体
に
な
る
た
め
、
契
約
譲
渡
で
は
な
い
と
の
意
見
を
支

持
す
る（

1（
（

。

　

最
後
に
、
保
険
会
社
か
ら
他
の
保
険
会
社
へ
の
顧
客
の
移
転
と
い
う
事
例
に
言
及
す
る（

11
（

。
こ
の
場
合
、
保
険
会
社
の
間
で
一
つ
の

契
約
で
足
り
る
の
か
、
あ
る
い
は
顧
客
と
締
結
し
た
保
険
契
約
に
対
し
て
、
一
つ
ず
つ
の
譲
渡
契
約
が
必
要
で
あ
る
の
か
は
、
重
要

な
問
題
で
あ
る
。Puleo
が
支
持
す
る
解
釈
は
、
保
険
会
社
の
間
の
関
係
に
関
し
て
、
一
つ
の
法
律
行
為
で
足
り
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
契
約
譲
渡
は
三
面
契
約
で
あ
る
た
め
、
被
譲
渡
人
た
る
被
保
険
者
の
同
意
が
契
約
譲
渡
の
要
件
で
あ
る
。

被
譲
渡
人
た
る
被
保
険
者
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
、
契
約
譲
渡
は
完
成
し
、
完
全
に
契
約
は
譲
渡
さ
れ
る（

11
（

。

　

一
九
四
二
年
に
、
立
法
者
は
新
し
い
法
理
で
あ
っ
た
一
体
論
を
採
用
し
た
。Puleo

の
主
張
し
た
法
理
は
、
新
し
い
民
法
典
に
導

入
さ
れ
た
。
契
約
譲
渡
を
規
定
す
る
第
一
四
〇
六
条
か
ら
第
一
四
一
〇
条
に
至
る
ま
で
、Puleo

論
を
反
映
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、Puleo

の
学
説
上
の
貢
献
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
立
法
の
面
か
ら
見
る
と
、Puleo

よ
り
、

Francesco Ferrara Jr. 

の
方
が
、
契
約
譲
渡
の
規
範
を
民
法
典
に
導
入
す
る
た
め
の
貢
献
は
決
定
的
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

Puleo

の
著
書
の
出
版
の
二
年
後
、
民
法
典
編
纂
完
了
直
前
の
一
九
四
一
年
、Francesco Ferrara Jr. 

は
「
契
約
譲
渡
の
立
法
に

よ
る
制
定
の
勧
め（

11
（

」
と
い
う
論
文
を
通
じ
て
、
具
体
的
に
立
法
お
よ
び
民
法
典
に
契
約
譲
渡
の
規
範
の
導
入
を
勧
め
た（

11
（

。
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二　

現
行
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
基
づ
く
契
約
譲
渡

㈠　

一
九
四
二
年
の
民
法
典
の
「
国
王
へ
の
報
告
」

　

一
九
四
二
年
、
民
法
典
の
第
四
編
に
あ
た
る
債
務
編
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
直
後
に
、
民
法
典
改
革
の
法
務
省
委
員
会
の
幹
事

で
あ
っ
たGaetano Pandolfelli

お
よ
びGaetano Scarpello

、M
ario Stella Richter

とGastone D
allari

が
編
集
し
た
著

書
は
、
民
法
典
編
纂
の
立
法
過
程
に
関
す
る
非
常
に
詳
細
な
情
報
源
で
あ
る（

11
（

。
か
か
る
条
文
（
第
一
四
〇
六
条
―
第
一
四
一
〇
条
（
に

加
え
、
立
法
委
員
会
の
議
事
録
、
国
王
委
員
会
の
一
九
三
六
年
の
草
案
、
法
務
省
の
草
案
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
法
務
大
臣
の
報
告
、

国
王
へ
の
報
告
な
ど
に
言
及
さ
れ
、
適
宜
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
掲
出
す
る
。

　
「
第
一
四
〇
六
条
（
旧
二
四
五
条
（

国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
七
号

　

契
約
譲
渡
は
、
商
取
引
の
実
務
に
お
い
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
賃
貸
借
や
未
払
込
み
株
式
、
雇
用
契
約
の
場
合
に
は
、
法
律

に
よ
っ
て
、
権
利
義
務
の
総
体
と
い
っ
た
全
体
的
関
係
の
流
通
が
可
能
と
な
っ
た
。
学
説
は
、
契
約
の
流
通
と
い
っ
た
現
象
の
根
本
的
統
一

性
に
対
抗
し
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
な
ど
の
法
的
制
度
を
通
じ
た
個
別
の
債
権
債
務
の
単
な
る
譲
渡
の
み
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

非
常
に
繊
細
な
実
務
家
は
、
あ
る
当
事
者
に
対
し
て
、
全
体
的
関
係
の
譲
渡
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

契
約
売
買
に
言
及
し
、
ま
た
は
、
証
券
を
購
入
す
る
際
、
暗
に
同
意
し
た
と
み
な
さ
れ
た
制
限
に
よ
っ
て
、
持
ち
主
が
履
行
し
な
い
限
り
相

手
方
当
事
者
の
履
行
を
請
求
で
き
な
い
ス
タ
ビ
リ
ー
テ
ィ
（stabiliti
（
と
い
っ
た
有
価
証
券
は
、
そ
の
分
割
不
可
能
の
典
型
で
あ
る
。
債

務
編
で
は
、
複
雑
で
、
多
額
の
費
用
の
か
か
る
契
約
の
更
改
を
取
り
除
く
と
い
う
重
要
な
経
済
的
機
能
を
果
た
す
べ
く
、
そ
の
実
務
的
な
要

求
を
満
た
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
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国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
八
号

　

双
務
契
約
（
第
二
四
五
条
（
の
場
合
の
み
譲
渡
人
の
権
利
と
義
務
の
統
一
的
総
体
を
移
転
で
き
る
た
め
、
そ
の
契
約
の
み
譲
渡
で
き
る
。

片
務
契
約
の
場
合
、
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
地
位
の
み
譲
渡
で
き
る
。

第
一
四
〇
七
条
（
旧
二
四
六
条
（

国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
八
号

　

契
約
譲
渡
は
、
被
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
渡
人
を
解
放
す
る
よ
う
に
、
通
常
、
被
譲
渡
人
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
譲
渡
に
対

し
て
同
意
す
る
こ
と
は
、
異
な
る
意
思
が
な
い
限
り
、
当
然
、
相
手
方
当
事
者
を
解
放
す
る
こ
と
を
伴
う
。
上
記
解
放
的
同
意
は
、
契
約
を

締
結
す
る
際
に
も
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
契
約
の
流
通
は
事
前
に
許
可
さ
れ
る
。
ま
た
、
契
約
が
指
図
条
件
付
き
証

券
（
第
二
四
六
条
（
に
記
載
さ
れ
た
場
合
、
上
記
同
意
を
暗
に
与
え
た
と
見
な
さ
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
被
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
渡
が
通
知

さ
れ
る
か
、
ま
た
は
被
譲
渡
人
が
承
認
し
た
時
に
、
解
放
が
発
生
す
る
。
後
者
の
場
合
、
裏
書
が
な
さ
れ
た
時
、
ま
た
は
裏
書
の
み
に
よ
っ

て
、
発
生
す
る
（
第
二
四
六
条（

11
（

（。

第
一
四
〇
八
条
（
旧
二
四
七
条
（

国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
九
号

　

譲
渡
人
が
解
放
さ
れ
な
い
場
合
、
譲
渡
人
と
被
譲
渡
人
と
の
関
係
は
、
被
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
関
係
に
付
随
す
る
も
の
と
な
る
。
被
譲

渡
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
、
不
履
行
の
場
合
に
の
み
請
求
で
き
る
（
第
二
四
七
条
二
項
（。
譲
受
人
に
よ
る
執
行
は
不
要
で
、
被
譲
渡
人
が

反
対
し
な
い
こ
と
で
足
り
る
。
し
か
し
、
譲
渡
人
に
支
払
い
を
強
制
す
る
場
合
、
譲
受
人
か
ら
の
請
求
に
備
え
る
た
め
の
譲
渡
人
の
利
益
を

考
慮
し
、
不
履
行
の
発
生
か
ら
一
五
日
以
内
に
被
譲
渡
人
は
譲
渡
人
に
不
履
行
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
、
被
譲
渡
人
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
請
求
で
き
る
が
、
譲
渡
人
に
対
し
て
賠
償
を
損
害
す
る
責
任
を
負
う
（
第
二
四
七
条
三
項
（。
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第
一
四
〇
九
条
（
旧
二
四
八
条
（

国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
九
号

　

譲
渡
の
効
果
は
、
譲
受
人
と
譲
渡
人
の
同
等
の
地
位
の
交
替
で
あ
る
（
第
二
四
五
条
と
第
二
四
六
条
（。
よ
っ
て
、
被
譲
渡
人
は
譲
渡
さ

れ
た
契
約
に
基
づ
い
た
全
て
の
抗
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
譲
渡
の
取
引
に
合
意
し
た
時
に
、
譲
渡
人
と
の
別
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁

を
留
保
し
な
か
っ
た
場
合
、
上
記
抗
弁
し
か
で
き
な
い
も
の
と
す
る
（
第
二
四
八
条
（。

第
一
四
一
〇
条
（
旧
二
四
九
条
（

国
王
へ
の
報
告
、
第
一
〇
九
号

　

明
白
な
同
意
が
な
く
て
も
、
被
譲
渡
人
の
履
行
で
は
な
く
、
譲
渡
人
は
譲
渡
さ
れ
た
契
約
の
存
在
お
よ
び
有
効
性
を
保
証
す
る
義
務
を
負

う
（
第
二
四
九
条
一
項
（。
こ
の
原
則
は
、
ス
タ
ビ
リ
ー
テ
ィ
［
“stabiliti

”と
い
う
証
券
］
の
裏
書
が
あ
る
場
合
、
学
説
お
よ
び
判
例
法
に

お
い
て
既
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
履
行
の
明
白
な
保
証
が
あ
っ
た
場
合
、
譲
渡
人
は
保
証
人
の
地
位
を
取
得
し
（
第
二
四
九
条
二
項
（、

従
っ
て
、
第
七
八
二
条
（
民
法
典
第
一
九
四
二
条
（
の
限
界
、
つ
ま
り
損
害
責
任
を
除
い
て
、
譲
受
人
に
対
し
て
被
譲
渡
人
と
共
に
連
帯
責

任
を
負
う
。」

以
上
の
記
録
の
う
ち
「
国
王
へ
の
報
告
」
に
着
眼
し
よ
う
。
次
の
注
意
点
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
学
説
お
よ
び
特
定
の
学
者
は
明
瞭
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
契
約
譲
渡
の
規
範
の
「
起
草
者
」
を
特
定
で
き
な

い
（
11
（

。

　

し
か
し
、
民
法
典
の
規
定
は
二
つ
の
文
献
を
色
濃
く
反
映
す
る
。
ま
ず
、Puleo

の
著
書
を
、
特
に
第
四
章
「
譲
渡
の
構
造
お
よ

び
効
果
」
の
描
い
た
制
度
を
、
新
民
法
典
は
幾
つ
か
の
点
に
逐
語
的
に
採
用
す
る（

11
（

。
ま
た
、Ferrara Jr. 

の
論
文
は
、
具
体
的
に

契
約
譲
渡
の
私
案
を
提
示
し
な
い
が
、
論
文
の
末
尾
で
、
後
に
民
法
典
の
第
一
四
〇
八
条
―
第
一
四
一
〇
条
を
規
制
す
る
「
譲
渡
人

と
譲
受
人
間
の
関
係
」、「
被
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
関
係
」、「
被
譲
渡
人
と
譲
渡
人
間
の
関
係
」
を
斜
体
で
強
調
し
簡
潔
に
論
じ
る（

1（
（

。
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㈡　

定　

義

　

第
一
四
〇
六
条
（
概
念
（
各
当
事
者
は
、
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
他
の
当
事
者
が
そ
れ
に
同
意
す
る
限
り
、
対
価
的
給

付
と
共
に
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
関
係
に
お
い
て
、
自
己
に
代
っ
て
第
三
者
を
交
替
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。

　

上
記
民
法
典
第
一
四
〇
六
条
か
ら
第
一
四
一
〇
条
の
条
文
を
参
照
す
る
限
り
、
イ
タ
リ
ア
現
行
法
に
お
い
て
、
契
約
を
譲
渡
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。

　

し
か
し
、
上
記
条
文
は
契
約
の
譲
渡
を
可
能
と
し
な
が
ら
、
契
約
譲
渡
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
は
答
え
て
い
な
い
。
民
法
典
は
、

契
約
譲
渡
を
詳
し
く
定
義
し
て
お
ら
ず
、
契
約
譲
渡
の
本
質
を
明
確
に
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
特
に
、
イ
タ
リ
ア
語
の
条
文
を

分
析
す
れ
ば
、
“cessione del contratto

”（
逐
語
的
に
「
契
約
の
譲
渡
」（
と
い
う
表
現
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
法
律
行
為
な
い
し

取
引
を
指
す
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。
一
方
で
、
契
約
の
移
転
、
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
当
事
者
の
地
位
の
移
転
に
伴

う
三
人
の
当
事
者
に
関
わ
る
全
体
的
取
引
を
指
す
。
他
方
、
例
外
的
に
法
律
行
為
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
と
Ｂ
と
の
間

の
契
約
を
移
転
さ
せ
る
た
め
、
譲
渡
人
た
る
Ａ
と
譲
受
人
た
る
Ｃ
が
締
結
す
る
行
為
は
存
在
す
る
。
そ
れ
も
契
約
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
イ
タ
リ
ア
の
学
説
お
よ
び
実
務
家
の
間
で
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
“cessione

”と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
“cessione del 

contratto

”と
表
現
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
“cessione del contratto

”と
い
う
表
現
は
、
契
約
を
移

転
さ
せ
る
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
行
為
を
指
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
“cessione del 

contratto

”で
は
な
く
、
“contratto di cessione

”と
い
う
表
現
が
最
も
正
確
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
語
の
資
料
に
お
い
て
、「
契
約
の
譲
渡
」
と
は
、
多
く
の
場
合
は
「
契
約
上
の
法
的
地
位
の
移
転
」
を
指
す
。

以
下
本
稿
で
は
「
契
約
譲
渡
」
お
よ
び
「
契
約
の
譲
渡
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
意
味
で
使
用
し
、
こ
れ
ら
の
取
引
を
指
す
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
契
約
譲
渡
の
前
提
で
あ
る
「
契
約
を
移
転
さ
せ
る
契
約
」
と
い
っ
た
取
引
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、
イ
タ
リ
ア
語
の
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資
料
で
は
し
ば
し
ば
“cessione del contratto

”と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
移
転
さ
せ
る
契
約
」
も
し
く
は

「
譲
渡
契
約
」
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
。

　

民
法
典
の
明
瞭
な
表
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
学
説
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
は
様
々
に
定
義
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

“cessione della qualità di parte

”、
“cessione di contraente

（
11
（

”（
当
事
者
資
格
の
譲
渡；

契
約
当
事
者
の
譲
渡
（、
“cessione di 

rapporto contrattuale

（
11
（

”（
契
約
関
係
の
譲
渡
（、
“trasferim

ento della com
plessiva posizione 

［contrattuale

（
11
（

］”（
全
体
的
な

［
契
約
上
の
］
地
位
の
移
転
（、
“cessione dei crediti e accollo dei debiti

（
11
（

”（
債
権
の
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
（、
“successione 

nella causa delle obbligazioni

（
11
（

”（
債
務
の
コ
ー
ズ
の
承
継
（
な
ど
で
あ
る（

11
（

。

　

で
は
、
ど
の
定
義
が
厳
密
で
あ
る
か
。
こ
の
点
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
条
文
は
明
瞭
で
あ
り
、
契
約
譲
渡
の
機
能
は
、
契
約
の
当

事
者
の
全
体
的
な
地
位
を
移
転
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
が
採
用
し
た
説
は
、

一
体
説
（teoria unitaria

（
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
契
約
譲
渡
の
本
質
な
い
し
機
能
に
つ
い
て
論
じ
る
と
、
契
約
譲
渡
は
契
約
関
係

を
移
転
す
る
、
と
の
結
論
は
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
上
記
い
ず
れ
の
定
義
を
採
用
し
て
も
、
法
的
効
果
に
焦
点
を
当
て
る
な
ら
、

契
約
譲
渡
は
全
体
的
な
契
約
上
の
地
位
を
移
転
す
る
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

契
約
関
係
の
移
転
に
つ
い
て
の
解
説
が
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
最
初
に
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
九
年
のPuleo

か
ら
で
あ
る
。
現

行
民
法
典
の
施
行
以
前
、Puleo

は
契
約
譲
渡
を
簡
明
に
定
義
す
る
。

　
「
契
約
譲
渡
と
い
う
表
現
で
は
、
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
複
合
的
な
法
的
関
係
を
一
方
の
当
事
者
か
ら
第
三
者
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
へ

の
合
意
を
指
す（

（11
（

。」

　

以
上
の
定
義
に
基
づ
き
、Puleo

は
契
約
譲
渡
の
効
果
は
契
約
に
関
連
し
た
全
て
の
法
律
関
係
の
移
転
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（1（
（

。

　

現
象
の
基
礎
は
、
契
約
の
自
由
に
あ
る
。
当
事
者
は
法
的
関
係
を
成
立
さ
せ
る
能
力
な
い
し
権
利
を
持
つ
以
上
、
そ
の
法
的
関
係
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を
変
更
す
る
能
力
な
い
し
権
利
も
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
契
約
の
自
由
は
、
近
代
私
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
制
度
の

中
で
、
契
約
の
自
由
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
契
約
譲
渡
の
可
能
性
を
否
定
す
る
学
者
の
論
拠
は
分
析
す
る
に
値
す
る
。

㈢　

要　

件

　

契
約
譲
渡
と
い
う
表
現
は
、
上
述
の
通
り
、
イ
タ
リ
ア
語
で
二
つ
の
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
と
い
う
効

果
（
契
約
譲
渡
（、
お
よ
び
そ
の
効
果
を
生
み
出
す
契
約
（
移
転
さ
せ
る
契
約
、
ま
た
は
譲
渡
契
約
（
で
あ
る
。
以
下
、
契
約
を
移
転
さ

せ
る
契
約
の
場
合
は
、
そ
の
要
件
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

1
　
同
　
意

　

イ
タ
リ
ア
民
法
典
第
一
四
〇
六
条
は
、「
各
当
事
者
は
（
…
…
（
他
の
当
事
者
が
そ
れ
に
同
意
す
る
限
り
、（
…
…
（
自
己
に
代

わ
っ
て
第
三
者
を
交
替
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
記
す
る
（
下
線
部
筆
者
（。

　

取
引
を
移
転
さ
せ
る
契
約
は
、
元
の
契
約
の
一
方
の
当
事
者
と
譲
受
人
（
上
記
の
条
文
に
お
い
て
、「
第
三
者
」
で
あ
る
（
と
の
間
の

契
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
第
一
四
〇
六
条
は
、
明
ら
か
に
、
そ
の
契
約
の
要
件
と
し

て
、
他
の
当
事
者
、
つ
ま
り
被
譲
渡
人
の
同
意
を
要
件
と
す
る
。

　

旧
法
の
下
で
、
分
解
説
の
支
持
者
は
、
被
譲
渡
人
の
同
意
は
契
約
譲
渡
の
成
立
要
件
で
は
な
く
、
単
な
る
債
権
の
譲
渡
の
承
認
お

よ
び
債
務
引
受
に
対
す
る
合
意
で
あ
る
と
す
る（

（10
（

。
こ
の
説
は
、
一
九
六
〇
年
代
で
は
分
解
説
の
復
活
を
図
っ
たCicala

に
の
み
支

持
さ
れ
て
い
た（

（10
（

。

　

し
か
し
、
一
体
説
を
採
択
し
た
現
行
法
の
下
で
、
契
約
を
移
転
さ
せ
る
契
約
は
必
然
的
に
三
人
の
当
事
者
を
必
要
と
す
る
。
現
民

法
典
の
施
行
直
後
、
“cessione del contratto

”と
い
う
表
現
に
お
け
る
二
つ
の
意
味
が
、N

atoli

に
よ
っ
て
、
指
摘
さ
れ
た（

（10
（

。
す

な
わ
ち
、
狭
義
の
契
約
譲
渡
は
単
に
二
人
の
当
事
者
に
関
わ
る
双
務
契
約
で
あ
る
が
、
広
義
の
契
約
譲
渡
、
つ
ま
り
取
引
の
全
体
的
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な
移
転
は
、
全
て
の
三
人
の
当
事
者
に
関
わ
る
契
約
で
あ
る
。
特
に
、
被
譲
渡
人
が
同
意
し
な
い
場
合
、
も
し
く
は
同
意
が
な
い
ま

ま
で
は
、
契
約
譲
渡
と
い
う
取
引
は
成
立
せ
ず
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
で
成
立
し
て
い
る
譲
渡
を
対
象
と
し
た
契
約
は
、
法
的

に
無
効
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
効
力
の
な
い
ま
ま
残
っ
て
し
ま
う（

（10
（

。

　

一
九
五
〇
年
にA

ndreoli

も
、
三
人
の
当
事
者
全
て
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
第
一
四
〇
六
条
の
条
文

は
「
い
ず
れ
の
場
合
も
、
か
か
る
同
意
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
免
責
的
契
約
譲
渡

（
“cessione con liberazione del cedente

”、
つ
ま
り
被
譲
渡
人
が
免
責
さ
れ
た
場
合
（
に
お
い
て
も
、
併
存
的
契
約
譲
渡
（
“cessione 

senza liberazione del cedente

”（
に
お
い
て
も
、
被
譲
渡
人
の
同
意
は
不
可
欠
で
あ
る（

（10
（

。
三
人
の
当
事
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、

契
約
譲
渡
と
い
う
法
律
行
為
は
成
立
せ
ず
、
法
的
に
存
在
し
な
い
（inesistente

（
（10
（

（。
こ
の
解
説
は
、
一
貫
し
て
判
例
で
採
用
さ
れ
た（

（10
（

。

　

し
か
し
、
最
近
の
学
説
で
は（

（10
（

、
被
譲
渡
人
の
同
意
に
つ
い
て
、
か
か
る
同
意
が
必
ず
他
の
当
事
者
の
同
意
と
同
時
に
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
事
前
に
も
、
事
後
に
も
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

分
解
説
の
支
持
者
は
、
契
約
譲
渡
を
双
務
契
約
と
し
て
理
解
す
る
。
従
っ
て
、
契
約
の
譲
渡
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
同
意
だ
け
で

成
立
す
る
。
こ
の
場
合
、
被
譲
渡
人
の
同
意
は
譲
渡
の
効
力
要
件
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
譲
渡
人
の
免
除
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
タ

リ
ア
法
に
お
い
て
、
譲
渡
人
の
免
責
は
、
契
約
譲
渡
の
法
定
的
で
、
典
型
的
な
効
果
で
あ
る
（
第
一
四
〇
八
条
、
以
下
（。

2
　
コ
ー
ズ

　

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
全
て
の
契
約
に
は
コ
ー
ズ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ー
ズ
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お

い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た（

（（1
（

。

　

最
新
の
主
要
な
学
説
で
は
、
コ
ー
ズ
論
の
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
的
な
側
面
や
、
民
法
典
の
条
文
な
い
し
そ
れ
に
基
づ
く
様
々
な
理
論
を

無
用
に
弄
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
、
コ
ー
ズ
論
の
重
要
性
は
実
質
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
民
法
典
の
条
文
は
明
瞭
で
あ

る
（
（（0
（

。
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コ
ー
ズ
は
契
約
の
要
件
で
あ
る
た
め
、
契
約
譲
渡
に
お
い
て
も
、
コ
ー
ズ
の
定
義
に
つ
い
て
は
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、

契
約
譲
渡
に
関
す
る
学
説
に
お
い
て
、
コ
ー
ズ
論
は
分
解
説
と
一
体
説
と
が
争
っ
た
戦
場
で
あ
る
。
一
体
論
の
支
持
者
は
、
契
約
譲

渡
と
い
っ
た
取
引
の
全
体
的
な
性
質
を
強
調
し
、
コ
ー
ズ
の
単
一
性
を
主
張
し
た
。
逆
に
、
分
解
説
の
支
持
者
は
、
債
権
譲
渡
と
債

務
引
受
に
焦
点
を
あ
て
、
契
約
譲
渡
の
コ
ー
ズ
は
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
と
の
交
換
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（（0
（

。

　

分
解
説
の
支
持
者
に
よ
れ
ば
、
契
約
譲
渡
と
い
う
全
体
的
な
取
引
は
存
在
し
な
い
た
め
、
全
体
的
な
コ
ー
ズ
を
突
き
止
め
る
必
要

は
な
い
。
従
っ
て
、
一
つ
の
コ
ー
ズ
と
し
て
で
は
な
く
、
譲
渡
さ
れ
る
様
々
な
債
権
お
よ
び
債
務
の
コ
ー
ズ
の
総
計
が
、
契
約
譲
渡

の
コ
ー
ズ
と
な
る
。

　

分
解
説
の
著
名
な
支
持
者
で
あ
るCicala

は
、
コ
ー
ズ
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
契
約
譲
渡
の
一
体
説
を
強
く
批
判
す
る
。

　
「「
契
約
」
ま
た
は
「
当
事
者
の
資
格
」
な
ど
の
譲
渡
に
対
す
る
抽
象
的
な
利
益
は
、
法
的
事
実
に
お
い
て
、
的
外
れ
な
論
点
で
あ
る
こ
と

を
承
認
す
る
解
決
し
か
な
い
、
と
思
う
。（
…
…
（
逆
に
、
譲
渡
人
が
譲
渡
す
る
債
権
お
よ
び
譲
受
人
が
引
き
受
け
る
債
務
と
い
っ
た
譲
渡

行
為
の
具
体
的
な
対
象
を
念
頭
に
お
い
て
、
コ
ー
ズ
の
枠
組
み
を
構
成
す
る
こ
と
に
必
要
十
分
条
件
で
あ
る
利
益
を
探
っ
て
突
き
止
め
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
。（
…
…
（
契
約
譲
渡
に
対
し
て
利
益
を
持
つ
と
い
っ
た
事
由
で
は
な
く
、
逆
に
、
少
な
く
と
も
譲
渡
人
は
債
務
か
ら
解

放
さ
れ
た
が
る
た
め
に
債
権
を
譲
渡
す
る
、
他
の
当
事
者
た
る
譲
受
人
は
債
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
対
し
て
利
益
を
持
つ
た
め
、
債
務
を
引

き
受
け
る
、
と
い
う
事
由
で
譲
渡
行
為
の
当
事
者
は
そ
の
行
為
を
締
結
す
る
。
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
と
の
交
換
は
、
そ
れ
自
体
だ
け
で
、

コ
ー
ズ
の
完
全
な
枠
組
み
に
必
要
と
さ
れ
る
「
利
益
の
複
合
」
を
達
成
す
る
に
足
り
る（

（（0
（

。」

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
現
行
法
の
下
で
、
学
説
と
判
例
法
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
分
解
説
を
拒
否
し
、
一
体
説

を
採
択
し
た
。

　

一
体
説
の
支
持
者
に
と
っ
て
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
他
の
者
に
契
約
上
の
地
位
を
移
転
す
る
こ
と
は
、
契
約
譲
渡
の
典
型
的
な
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コ
ー
ズ
で
あ
る（

（（0
（

。
他
方
、
契
約
譲
渡
の
コ
ー
ズ
は
「
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
交
換
・
入
替（

（（0
（

」、
ま
た
は
「
契
約
か
ら
の
譲
渡
人
の
退

出
と
譲
受
人
た
る
第
三
者
の
任
意
の
進
入（

（（0
（

」
で
あ
る
。
そ
の
後
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
たM

ossa

の
「
契
約
の
売
買
」
と
い

う
一
九
二
八
年
の
論
文
に
よ
っ
て
、
契
約
譲
渡
は
売
買
契
約
に
類
似
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
コ
ー
ズ
も
売
買
契
約
の
コ
ー
ズ
と
同

じ
で
あ
る（

（（0
（

、
か
つ
、
譲
渡
の
対
価
と
し
て
当
事
者
の
地
位
と
交
替
す
る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
た（

（（0
（

。
但
し
、
契
約
譲
渡
は
無
償
で

あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
譲
渡
に
対
価
が
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

上
記
の
様
々
な
コ
ー
ズ
は
、
抽
象
的
な
コ
ー
ズ
で
あ
り
、
契
約
譲
渡
の
典
型
的
な
コ
ー
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
典
型
的

な
コ
ー
ズ
の
他
に
、
譲
渡
さ
れ
る
契
約
の
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
コ
ー
ズ
も
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
譲
渡
の
コ
ー
ズ
（
全
体
的
な
取

引
（
と
譲
渡
さ
れ
た
契
約
の
コ
ー
ズ
は
別
物
で
あ
り
、
別
個
に
分
析
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る（

（01
（

。
契
約
が
譲
渡
さ
れ
た
際
、

譲
渡
さ
れ
る
契
約
の
コ
ー
ズ
と
全
体
的
な
取
引
の
コ
ー
ズ
は
異
な
る
。
契
約
譲
渡
た
る
全
体
的
な
取
引
の
コ
ー
ズ
は
、
当
事
者
の
事

由
に
よ
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（0（
（

。

①　

代
金
が
あ
っ
た
場
合
、
契
約
譲
渡
の
コ
ー
ズ
は
売
買
と
同
じ
で
あ
る；

②　

代
金
以
外
の
財
産
権
を
移
転
し
た
場
合
、
そ
の
コ
ー
ズ
は
交
換
と
同
じ
で
あ
る；

③ 　

代
金
が
な
い
場
合
、
無
償
行
為
の
コ
ー
ズ
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
、
契
約
の
贈
与
で
あ
っ
た
り
、
単
な
る
無
償
譲
渡
で

あ
っ
た
り
す
る；

④　

争
い
を
や
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
契
約
を
譲
渡
し
た
場
合
、
契
約
譲
渡
の
コ
ー
ズ
は
和
解
と
同
じ
で
あ
る；

⑤　

譲
受
人
に
対
し
て
負
担
し
た
給
付
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
な
さ
れ
る
場
合
、
代
物
弁
済
と
同
じ
コ
ー
ズ
で
あ
る；

⑥　

自
然
債
務
の
履
行
の
コ
ー
ズ
の
場
合
。
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以
上
の
事
例
を
参
照
す
る
と
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
の
コ
ー
ズ
と
契
約
譲
渡
の
コ
ー
ズ
は
、
全
く
関
係
な
い
場
合
も
あ
る
。
要
す
る

に
、
契
約
譲
渡
の
抽
象
的
な
コ
ー
ズ
は
一
定
で
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
コ
ー
ズ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
、
譲
渡
さ
れ
る
契
約
と
は
無

関
係
に
な
る
こ
と
も
あ
る（

（00
（

。

　

ま
た
、
分
解
説
の
支
持
者
は
、
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
為
、
そ
の
債
権
の
対
価
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
も
給
付
す
べ
き
で
あ

り
、
契
約
譲
渡
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
有
償
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（00
（

。
し
か
し
、
一
体
説
が
通
説
に
な
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
有
償

推
定
は
断
念
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
有
償
売
買
契
約
は
、
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る（

（00
（

。
こ
の
場
合
、

同
意
原
則
の
結
果
と
し
て
所
有
権
は
す
で
に
買
主
に
移
転
し
た
も
の
の
、
譲
渡
人
た
る
売
主
は
、
契
約
譲
渡
は
無
償
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
代
金
を
収
集
す
る
権
利
を
失
わ
な
い
。
契
約
譲
渡
が
無
償
で
、
贈
与
で
あ
れ
ば
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
、
無
効
で
あ
る（

（00
（

。
三　

対
象
（
目
的
（

㈠　

解
釈
の
出
発
点

　

上
述
の
通
り
、「
契
約
の
譲
渡
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
語
の
表
現
で
あ
る
「Cessione del contratto

」
の
通
説
の
解
釈
と
し
て
、

契
約
関
係
な
い
し
契
約
上
の
地
位
が
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
よ
っ
て
、「
契
約
の
譲
渡
」

と
い
う
民
法
典
第
四
編
第
二
章
第
八
節
の
題
目
は
、
第
一
四
〇
六
条
に
記
載
さ
れ
る
「
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
関
係
に
お
い
て
自
己

に
代
わ
っ
て
第
三
者
を
交
替
さ
せ
る
こ
と
」
の
意
味
に
沿
っ
て
、
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

　

学
説
に
お
い
て
も
、
上
記
解
釈
は
一
貫
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。
例
え
ば
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
判
決
は
、
明
確
に
上
記
の
解

釈
を
示
す
。「
契
約
譲
渡
の
場
合
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
他
の
当
事
者
へ
の
移
転
の
対
象
は
、
契
約
か
ら
生
じ
る
、
当
事
者
の
全
体
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的
な
地
位
で
あ
る（

（00
（

」。

　

契
約
譲
渡
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
浮
上
し
た
「
契
約
の
売
買
」
の
経
済
的
機
能
を
達
成
し
な
が
ら
、
契
約
の
諸
法
理
を
尊
重
す
る

制
度
で
あ
る
。
民
法
典
の
制
定
以
降
、
判
例
は
次
第
に
契
約
の
譲
渡
可
能
性
の
範
囲
の
拡
大
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
契
約
の
個
人

的
関
係
に
結
び
つ
い
た
側
面
よ
り
も
、
経
済
的
な
役
割
に
焦
点
を
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
よ
り
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
判
例
の
発
展
は
、
学
説
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
た

た
め
、
現
在
の
学
説
で
は
、
民
法
典
の
条
文
の
文
理
解
釈
を
超
え
て
、
契
約
譲
渡
は
大
規
模
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

民
法
典
の
施
行
の
際
、
法
務
省
に
提
出
さ
れ
た
「
民
法
典
の
報
告
書
（Relazione al codice civile

（」
に
は
、
こ
の
記
述
が
あ

る
：「
譲
渡
人
の
権
利
や
義
務
の
統
一
し
た
総
体
は
双
務
契
約
の
場
合
の
み
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
務
契
約
の
場
合
、
債
権

者
ま
た
は
債
務
者
の
地
位
の
み
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（00
（

。」

　

第
一
四
〇
六
条
は
、
上
記
の
概
念
を
反
映
し
、「
双
務
契
約
（un contratto con prestazioni corrispettive

（
か
ら
生
じ
る
法
律

関
係
」
と
の
条
件
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、「
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
」
と
の
条
件
も
規
定
す
る
。

　

し
か
し
、
民
法
典
制
定
直
後
か
ら
、
学
説
に
お
い
て
、
ど
の
契
約
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
か
に
つ
い
て
、
活
発
に
論
じ
ら
れ
て

い
た
。
学
説
は
、
二
つ
の
見
解
に
分
か
れ
て
い
た
。
一
方
の
解
釈
は
、
民
法
典
の
条
文
自
体
を
尊
重
す
る
も
の
で
、
他
方
の
解
釈
は
、

よ
り
自
由
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、
譲
渡
可
能
な
契
約
の
範
囲
を
拡
大
し
、
多
く
の
場
合
そ
の
譲
渡
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

㈡　

限
定
論
（
双
務
、
未
履
行
）

　

限
定
論
は
民
法
典
の
条
文
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
説
で
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
給
付
は
履
行
さ
れ
て
い
な
い
双
務
契
約
の

み
、
譲
渡
可
能
で
あ
る
。

　

限
定
論
は
、
民
法
典
の
導
入
直
後
の
時
期
に
お
い
て
通
説
で
あ
っ
た
。
契
約
譲
渡
の
特
徴
は
債
権
と
債
務
を
含
む
、
複
合
的
な
法
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律
上
の
地
位
の
移
転
と
し
て
解
さ
れ
た
た
め
、
給
付
を
履
行
す
べ
き
当
事
者
が
債
務
者
の
地
位
に
の
み
留
ま
り
、
他
の
当
事
者
は
債

権
者
の
地
位
に
の
み
留
ま
る
片
務
契
約
の
譲
渡
は
考
え
ら
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
た（

（00
（

。
片
務
契
約
の
場
合
、
債
権
者
は
債
権
を
譲
渡
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
第
三
者
は
債
務
者
の
債
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
双
務
関
係
は
存
在
し
な
い
か
ら
、

契
約
の
譲
渡
と
い
う
こ
と
は
成
立
し
な
い（

（01
（

。
こ
の
法
理
に
よ
る
と
、
一
体
説
の
前
提
は
双
務
的
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
同
意
だ
け
で

所
有
権
を
移
転
す
る
売
買
契
約
は
、
契
約
譲
渡
の
規
定
の
適
用
か
ら
完
全
に
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
判
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
説
は
支
持
さ
れ
た（

（0（
（

。
例
え
ば
、
最
高
破
毀
院
の
判
決
に
お
い
て
、「
一
方
の
当

事
者
は
双
務
的
給
付
を
履
行
し
た
場
合
で
も
、
第
三
者
に
契
約
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
売
主
の
法
律
上
の
地
位
は
譲

渡
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
契
約
の
所
有
権
の
移
転
の
効
果
は
即
時
に
発
生
す
る
た
め
、
目
的
物
に
対
す
る
所
有
権
は
契
約

の
締
結
時
点
で
発
生
し
て
い
る（

（00
（

」。
つ
ま
り
、
片
務
契
約
の
他
に
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
履
行
さ
れ
た
契
約
、
お
よ
び
締
結
時
に
所

有
権
を
即
時
に
移
転
さ
せ
る
契
約
は
、
譲
渡
不
可
能
契
約
と
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
継
続
的
契
約
お
よ
び
履
行
期

が
繰
延
ら
れ
た
契
約
の
み
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た（

（00
（

。

㈢　

学
説
に
よ
る
拡
張
―
―
非
典
型
的
譲
渡
論
―
―

　

契
約
譲
渡
を
否
定
す
る
分
解
説
の
支
持
者
で
あ
っ
て
も
、
上
記
限
定
論
を
最
初
に
批
判
し
、
第
一
四
〇
六
条
の
規
定
は
完
全
に
未

履
行
の
双
務
契
約
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
契
約
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。

　

分
解
説
の
代
表
的
な
支
持
者
のCicala

に
よ
る
と
、「
契
約
譲
渡
が
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
と
し
て
解
さ
れ
る
な
ら
、
双
務

契
約
の
譲
渡
と
片
務
契
約
の
譲
渡
と
の
間
に
は
、
取
引
の
面
で
も
、
効
果
の
面
で
も
性
質
的
な
相
違
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
…
…
（
実
務
に
お
い
て
、
双
務
契
約
（
特
に
、
品
物
の
売
買
や
賃
貸
借
、
請
負
、
継
続
的
売
買
な
ど
の
契
約
（
の
み
知
ら
れ
て
い
る
た

め
、
立
法
者
が
経
済
の
世
界
に
現
れ
る
双
務
契
約
の
み
規
制
し
た（

（00
（

。」
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通
説
は
、
分
解
説
を
否
定
し
た
も
の
の
、Cicala

の
支
持
し
た
説
を
認
め
た
。
つ
ま
り
、
第
一
四
〇
六
条
の
双
務
契
約
の
条
文
の

言
及
は
、
単
に
例
と
し
て
解
釈
し
、
片
務
契
約
を
含
む
他
の
契
約
の
譲
渡
も
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
非
典
型
的
譲
渡
論
が
、
学
説
に
お
い
て
も
判
例
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。

㈣　

学
説
に
よ
る
拡
張
―
―
一
方
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
譲
渡
―
―

　

契
約
は
「
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
」、
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
、
第
一
四
〇
六
条
の
条
文
は

明
ら
か
で
あ
る
。
学
説
お
よ
び
判
例
は
、
条
文
を
尊
重
し
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
の
譲
渡
可
能
性
を
否
定
し
た
。
一
方

の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
の
譲
渡
の
場
合
、
双
務
関
係
で
は
な
く
、
単
な
る
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
契
約
譲
渡

の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（

（00
（

。
こ
の
場
合
に
は
、
債
権
譲
渡
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
、
民

法
典
の
導
入
直
後
の
学
説
に
お
い
て
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
い
た（

（00
（

。

　

し
か
し
、
条
文
の
明
確
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
説
は
批
判
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約

の
譲
渡
可
能
性
を
認
め
る
声
が
現
れ
始
め
、
現
在
で
は
通
説
と
な
っ
た
。

　

部
分
的
に
履
行
さ
れ
た
契
約
の
譲
渡
可
能
説
の
支
持
者
は
、Santini

で
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
論
文
に
お
い
て（

（00
（

、
民
法
典
の
条

文
を
再
解
釈
し
、
そ
の
意
味
を
完
全
に
覆
し
た
。
民
法
典
の
報
告
書
に
言
及
し
な
が
ら（

（00
（

、「
立
法
者
が
重
視
し
た
の
は
、
概
念
の
一

貫
性
と
制
度
的
な
健
全
性
の
み
で
あ
り
、
契
約
譲
渡
の
条
文
の
適
用
を
双
務
契
約
に
限
定
す
る
こ
と
に
理
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

Santini

は
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
の
場
合
、
単
な
る
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
地
位
し
か
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う
解

釈
は
誤
っ
て
い
る
と
主
張
す
る（

（01
（

。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
を
、「
理
論
上
の
理
由
」
と
「
実
務
上
の
理
由
」
に
分
け
る
。

　

理
論
上
の
理
由
と
し
て
は
、
当
事
者
の
契
約
上
の
地
位
は
、
債
権
ま
た
は
債
務
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
様
々
な

権
利
（
例
え
ば
、
解
除
権
（、
付
随
条
件
（
例
え
ば
、
仲
裁
条
項
な
ど
（、
訴
権
な
ど
の
契
約
上
の
法
的
地
位
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
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移
転
す
る
。
こ
れ
ら
契
約
上
の
法
的
地
位
は
単
に
債
権
に
付
随
す
る
法
的
地
位
で
は
な
く
、
契
約
の
要
素
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
契
約

譲
渡
の
場
合
、
一
方
の
当
事
者
に
よ
っ
て
そ
の
債
務
が
完
全
に
履
行
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
当
事
者
に
お
い
て
、
契
約
に

基
づ
い
た
法
的
地
位
は
残
存
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
契
約
譲
渡
の
理
論
の
直
接
的
で
論
理
的
な
帰
結
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
非
常
に
重
要
な
実
務
上
の
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
売
買
契
約
に
お
い
て
、
目
的

物
の
引
渡
し
の
後
で
損
害
に
よ
る
破
棄
（rescissione per lesione

（
の
訴
訟
が
な
さ
れ
た
場
合
、
譲
受
人
に
移
転
し
な
い
と
す
れ

ば
、
譲
受
人
は
対
価
を
受
領
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
訴
訟
は
譲
渡
人
に
対
し
て
提
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
契
約
上
の
全
体

的
な
地
位
が
譲
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
、
明
ら
か
に
、
譲
渡
人
の
利
益
に
対
し
て
、
条
理
に
反
す
る
効
果
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
契

約
譲
渡
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
継
続
的
契
約
は
、
す
で
に
履
行
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
譲
渡
不
可
能
と
な
る
か
、
契
約
を
分
解
し
、

様
々
な
債
権
、
債
務
、
権
利
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
不
合
理
な
結
果
で
あ
る（

（0（
（

。

　

要
す
る
に
、Santini

に
よ
れ
ば
、
立
法
者
が
分
解
説
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
「
あ
ら
ゆ
る
契
約
か
ら
、
単
一
で

複
合
的
な
関
係
の
束
が
生
じ
る
こ
と
を
忘
れ
た（

（00
（

」
た
め
、
民
法
典
の
条
項
に
、
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
と
い
う
条

件
が
導
入
さ
れ
た
。

　

他
の
契
約
に
お
い
て
、「［
契
約
上
の
法
的
地
位
を
移
転
す
る
に
は
］
債
権
譲
渡
ま
た
は
債
務
引
受
を
利
用
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
第
一
四
〇
六
条
は
双
務
契
約
に
限
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
立
法
者
は
も
ち
ろ
ん
債
権
者

ま
た
は
債
務
者
と
し
て
交
替
す
る
こ
と
を
阻
む
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
と
証
す
る
（
…
…
（
上
記
の
考
慮
は
誤
り
で
あ
っ
た
し
、
今

な
お
誤
っ
て
い
る
。
双
務
で
は
な
い
契
約
ま
た
は
一
方
の
当
事
者
か
ら
対
価
が
履
行
さ
れ
た
契
約
の
譲
渡
を
、
立
法
者
は
暗
に
認
め

て
い
る（

（00
（

。」（［
］
内
補
足
は
原
文
（

　

し
か
し
、
上
記
の
示
唆
を
参
照
す
る
と
、
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
契
約
を
譲
渡
で
き
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
実
務
上
の
理
由
と
し
て
は
、
組
合
契
約
や
要
物
契
約
は
通
常
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
履
行
さ
れ
て
い
る
が
、



2（

法学研究 92 巻 10 号（2019：10）

問
題
な
く
譲
渡
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
譲
渡
人
が
そ
の
給
付
を
履
行
し
た
こ
と
で
、
被
譲
渡
人
が
譲
渡
に
対
し
て
賛
否
を
表
明
す
る
こ
と
の
利
益
が
な
い
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
の
導
入
以
前
に
す
で
にPuleo

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た（

（00
（

。

　

他
方
、
こ
の
よ
う
な
学
説
上
の
展
開
に
鑑
み
る
な
ら
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
の
譲
渡
は
単
な
る
債
権
譲
渡
で
は
な
い

た
め
、
常
に
被
譲
渡
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
説
も
あ
る（

（00
（

。

　

判
例
法
に
お
い
て
は
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　

一
九
七
五
年
ま
で
、
最
高
破
毀
院
の
判
例
は
限
定
論
に
従
っ
て
い
た（

（00
（

。
一
九
八
〇
年
に
、
限
定
論
か
ら
離
れ
、
一
方
の
当
事
者
が

履
行
し
た
契
約
の
譲
渡
の
有
効
性
を
認
め
た（

（00
（

。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
限
定
論
に
従
う
判
決
と
契
約
譲
渡
の
有
効
性
を
認

め
る
判
決
の
両
方
が
相
次
い
で
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
の
判
決（

（00
（

に
お
い
て
、
次
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
双
務
契
約
に
お
い
て
、
一
方
の
当
事
者
の
給
付
が
履
行
さ
れ
た
場
合
、
譲
渡
は
債
権
お
よ
び
債
務
に
関
わ
る
全
体
的
な
地
位
を
対
象
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
当
然
で
あ
る
。
譲
渡
の
対
象
は
、
債
権
者
た
る
当
事
者
の
地
位
に
あ
る
場
合
、
債
権
譲
渡
の
制
度

で
あ
り
、
債
務
者
た
る
当
事
者
の
地
位
に
あ
る
場
合
、
債
務
引
受
の
制
度
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
じ
く
、
使
用
貸
借
に
関
す
る
判
決
に
お

い
て
、
最
高
破
毀
院
は
片
務
契
約
で
あ
る
た
め
、
契
約
譲
渡
で
は
な
く
、
債
権
譲
渡
の
第
一
二
六
〇
条
の
条
文
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
判

断
し
た（

（00
（

。」

㈤　

移
転
的
効
果
の
契
約
の
譲
渡

　

一
方
の
当
事
者
か
ら
履
行
さ
れ
た
契
約
の
譲
渡
に
関
す
る
議
論
は
、
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
諾
成
契
約
の
場
合
に
も
存
在
す
る
。

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
売
買
契
約
の
成
立
の
効
果
は
、
即
時
の
所
有
権
の
移
転
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
売
買
契
約
の
譲
渡
の
場
合
、
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必
然
的
に
一
部
の
義
務
、
つ
ま
り
所
有
権
の
移
転
は
、
す
で
に
履
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
い
か
に
し
て
そ
の
契
約
を
移
転
さ

せ
る
の
か
、
学
説
に
お
い
て
も
判
例
法
に
お
い
て
も
解
説
は
分
か
れ
、
民
法
典
の
導
入
以
降
、
解
釈
が
発
展
し
て
き
た
。

　

も
と
も
と
の
通
説
で
は
、
契
約
の
目
的
物
に
対
す
る
所
有
権
は
承
諾
で
移
転
す
る
た
め
、
か
か
る
契
約
の
譲
渡
は
不
可
能
で
あ
る

と
さ
れ
た（

（01
（

。
目
的
物
に
対
す
る
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
、
対
価
を
払
う
義
務
し
か
残
存
し
な
い
た
め
、
そ
れ
を
移
転
さ
せ
る
た
め

に
債
権
譲
渡
ま
た
は
債
務
引
受
の
制
度
を
利
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
の
当
事
者
が
履
行
し
た
契
約
譲
渡
の
法
理
と
同
様
の
展
開
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
譲
渡
人
が
目
的
物
を
再
び
譲
受

人
に
売
買
す
る
と
い
っ
た
取
引
の
効
果
と
契
約
譲
渡
の
効
果
と
の
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
再
売
買
の
場
合
に
は
、
譲
受

人
た
る
買
主
は
譲
渡
人
た
る
売
主
の
み
に
対
し
て
訴
権
を
提
起
で
き
る
が
、
契
約
譲
渡
の
場
合
に
は
、
取
引
は
三
人
の
当
事
者
を
巻

き
込
み
、
契
約
譲
渡
に
基
づ
い
た
抗
弁
の
場
合
に
は
譲
渡
人
に
対
し
て
、
目
的
物
に
関
わ
る
抗
弁
の
場
合
に
は
被
譲
渡
人
に
対
し
て
、

訴
権
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
、
目
的
物
の
所
有
権
は
移
転
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
契
約
譲
渡
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
債

権
譲
渡
ま
た
は
債
務
引
受
と
別
の
取
引
を
締
結
す
る
。
よ
っ
て
、
契
約
譲
渡
は
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
実
務
上
の
必
要
性
に
対
応

す
る
と
指
摘
さ
れ
た（

（0（
（

。

　

最
高
破
毀
院
の
判
例
は
明
確
な
態
度
を
と
っ
て
い
な
い
。
下
級
審
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
限
定
論
に
従
う
も
の
が
多
い（

（00
（

。

㈥　

Intuitu personae

の
契
約
譲
渡

　

Intuitu personae

（「
人
的
要
素
の
考
慮
」
と
も
い
う（

（00
（

（
の
契
約
の
場
合
に
も
、
学
説
は
完
全
な
否
定
論
な
い
し
限
定
論
か
ら
、
よ

り
緩
和
し
た
解
釈
を
通
じ
て
、
発
展
し
た
。
目
下
、
通
説
は
人
的
要
素
の
考
慮
契
約
の
譲
渡
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。

　

確
か
に
、
一
見
す
る
と
、
限
定
論
は
合
理
的
で
あ
る
。
人
的
要
素
の
考
慮
契
約
は
、
当
事
者
独
自
の
特
徴
で
締
結
さ
れ
て
い
る
た

め
、
当
事
者
が
交
替
す
る
こ
と
は
、
他
の
当
事
者
の
意
思
に
反
す
る
と
い
う
推
測
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
典
の
関
連
条
文
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に
は
人
的
要
素
の
考
慮
契
約
に
は
言
及
は
な
く
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
契
約
が
人
的
要
素
の
考
慮
契
約
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

識
別
す
る
基
準
も
な
い
。
一
九
五
〇
年
に
、Carresi

は
、「
原
則
的
に
、
当
事
者
に
独
自
の
特
徴
の
た
め
締
結
さ
れ
、
当
事
者
が

死
亡
し
た
場
合
履
行
不
能
と
の
理
由
で
解
消
す
る
契
約
は
、
譲
渡
で
き
な
い
契
約
で
あ
る
」
と
主
張
し
た（

（00
（

。

　

こ
の
説
は
、
現
在
で
は
少
数
説
で
あ
る
。
契
約
譲
渡
に
お
い
て
、
当
事
者
の
同
意
が
要
件
で
あ
る
た
め
、
当
事
者
自
身
が
自
己
の

判
断
で
当
事
者
を
交
替
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
全
面
的
で
、
包
括
的
な
譲
渡
禁
止
の
規
則
は
、
誰
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
の
か
、

明
ら
か
で
は
な
い
。
判
例
法
に
お
い
て
も
、
上
記
の
法
理
は
採
用
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。

㈦　

仲
裁
条
項
と
契
約
譲
渡

　

仲
裁
条
項
と
は
、
契
約
に
関
し
て
将
来
的
に
当
事
者
間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
当
事
者
が
当
該
争
訟
を
国
の
裁
判
所
で
は
な
く
、

仲
裁
機
関
に
提
出
す
る
義
務
を
定
め
た
条
項
で
あ
る
。
全
て
の
契
約
に
お
い
て
、
当
事
者
は
仲
裁
条
項
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
説
に
お
い
て
は
、
契
約
譲
渡
の
帰
結
と
し
て
、
仲
裁
条
項
（clausola com

prom
issoria

（
も
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
が
議

論
さ
れ
た（

（00
（

。
一
体
説
が
優
勢
に
な
り
、
譲
渡
人
の
全
体
的
な
契
約
上
の
地
位
は
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
通
説
に
な
っ
て
か
ら
は
、

当
然
、
仲
裁
条
項
も
譲
受
人
に
移
転
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
譲
受
人
は
仲
裁
条
項
を
尊
重
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
譲
受
人
と
被
譲
渡
人
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
譲
受
人
は
仲
裁
条
項
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

方　

式

㈠　

第
一
四
〇
七
条
の
条
文

　

民
法
典
第
一
四
〇
七
条
の
見
出
し
は
、「
方
式
」
で
あ
る
。
条
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
第
一
四
〇
七
条
（
方
式
（
当
事
者
の
一
方
が
予
め
他
の
当
事
者
の
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
関
係
に
自
己
に
代
わ
っ
て
第
三
者
を
交
替
さ

せ
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
交
替
は
交
替
の
通
知
を
受
け
ま
た
は
交
替
を
承
認
し
た
時
か
ら
彼
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て

は
有
効
で
あ
る
。
契
約
の
す
べ
て
の
要
素
が
指
図
約
款
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
約
款
の
挿
入
さ
れ
て
い
る
文
書
に
由
来
す
る
場
合
に
は
そ
の

文
書
の
裏
書
は
裏
書
人
の
地
位
へ
の
被
裏
書
人
の
交
替
を
生
ず
る
。」

　

そ
の
見
出
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
の
条
文
は
契
約
譲
渡
の
方
式
に
つ
い
て
、
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
第
一
項
に
お
け
る

「
予
め
の
同
意
」、
あ
る
い
は
二
項
に
お
け
る
「
指
図
約
款
の
裏
書
の
効
果
」
と
い
っ
た
文
言
の
方
が
契
約
譲
渡
の
効
果
に
関
す
る
規

定
で
あ
る
。

　

契
約
譲
渡
の
方
式
は
、
学
説
に
お
い
て
、
そ
の
解
釈
を
通
じ
て
、
法
体
系
の
全
般
的
原
則
の
下
に
模
索
さ
れ
た
。

㈡　

方
式
の
自
由

　

当
初
、
民
法
典
の
条
文
が
不
足
な
い
し
不
明
の
た
め
、
学
説
の
解
釈
と
し
て
、
方
式
の
自
由
と
い
う
制
度
的
で
基
礎
的
原
則
に
言

及
し
、
契
約
譲
渡
と
い
う
行
為
も
方
式
の
自
由
原
則
に
支
配
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
例
え
ば
、A

ndreoli

に
よ
る
と
、「
法
律
に

は
特
定
の
方
式
的
要
件
が
存
在
し
な
い
た
め
、
契
約
譲
渡
と
い
う
法
律
行
為
に
対
し
て
、
自
由
方
式
原
則
を
適
用
す
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る（

（00
（

」。
続
け
て
、「
当
法
律
行
為
の
解
釈
を
容
易
に
す
る
こ
と
お
よ
び
法
的
関
係
の
確
実
性
の
た
め
、
実
際
に
は
、
直
感
的
な
考

慮
と
し
て
、
書
面
作
成
に
よ
る
契
約
譲
渡
を
勧
め
る（

（00
（

」
と
の
現
実
的
な
主
張
を
し
た
。
し
か
し
、
実
定
法
の
観
点
か
ら
、
実
務
に
関

わ
る
考
慮
は
契
約
の
自
由
原
則
の
優
越
性
に
左
右
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
方
式
自
由
の
原
則
を
支
持
す
る
た
め
、
行
為
の
方
式
を
規
定
す
る
民
法
典
第
一
三
五
〇
条（

（00
（

の
解
釈
は
、
制
限
的
で
縮
小
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
っ
た
た
め
、
第
一
三
五
〇
条
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
契
約
譲
渡
は
、
口
頭
方
式
で
も
有
効
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に
契
約
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（

（01
（

。

　

こ
の
解
釈
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
契
約
譲
渡
は
比
較
的
新
し
い
制
度
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
関
す
る
学
説
の
考

察
は
未
熟
で
あ
り
、
法
体
系
の
一
般
原
則
に
依
拠
す
る
こ
と
が
当
然
な
い
し
必
然
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る（

（0（
（

。
ま

た
、
当
初
は
、
契
約
譲
渡
と
い
っ
た
制
度
は
主
に
証
券
お
よ
び
特
定
の
事
例
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
現
代
の

よ
う
な
契
約
譲
渡
の
一
般
化
お
よ
び
法
理
の
幅
広
い
適
用
は
全
く
予
想
外
の
現
象
で
あ
っ
た
。

　

方
式
自
由
の
法
理
は
、
現
在
で
は
少
数
説
で
あ
る（

（00
（

。

㈢　

二
次
行
為
説

　

契
約
譲
渡
の
方
式
自
由
の
法
理
は
最
近
の
学
説
に
お
い
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
通
説
で
は
、
方
式
の
自
由
原
則
は
、「
一
次
行
為
」

と
定
義
さ
れ
る
法
的
関
係
を
設
立
す
る
行
為
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
原
則
に
つ
い
て
、
民
法
典
第
一
三
五
〇
条
の
例
外
を
除
い
て
、

議
論
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
契
約
譲
渡
は
、
法
的
関
係
を
設
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
既
存
の
契
約
関
係
を
変
更
さ
せ
る
と
い

う
目
的
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
た
め
、「
二
次
行
為
」
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。
一
次
行
為
を
変
更
す
る
二
次
行
為
を
行
う
場
合
、

そ
の
方
式
は
一
次
行
為
と
同
様
の
方
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た（

（00
（

。
そ
の
理
由
は
、
法
律
関
係
の
設
立
の
と
き
に
要
件

と
さ
れ
た
方
式
は
、
そ
の
法
律
関
係
を
変
更
す
る
際
に
も
同
様
の
方
式
で
な
け
れ
ば
論
理
的
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
一
次
行
為
と
二
次
行
為
に
同
様
の
方
式
要
件
が
な
け
れ
ば
、
当
事
者
は
方
式
要
件
の
網
を
く
ぐ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
強
調

さ
れ
た（

（00
（

。

　

判
例
の
一
部
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
契
約
を
移
転
さ
せ
る
契
約
の
方
式
は
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
解
釈
も
支
持
し
た（

（00
（

。
特
定
方
式
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
譲
渡
の
要
件
で
あ
る
被
譲
渡
人
の
同
意
は
、
口
頭
や
暗
黙

に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（

（00
（

。
し
か
し
、
判
例
法
に
お
い
て
契
約
譲
渡
の
方
式
自
由
が
依
然
と
し
て
支
持
さ
れ
る
こ
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と
も
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
例
上
の
示
唆
は
な
い（

（00
（

。

　

最
近
の
学
説
は
、
上
記
二
次
行
為
説
と
い
わ
ゆ
る
「
対
称
性
」
原
則
を
再
び
分
析
し
、
必
然
的
に
契
約
譲
渡
（
厳
密
に
言
う
と
、

契
約
を
移
転
さ
せ
る
契
約
（
の
方
式
は
一
次
行
為
を
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る（

（00
（

。
従
っ
て
、
契
約
譲
渡
と
い
う
行

為
は
、
変
動
的
方
式
の
行
為
で
あ
り
、
当
事
者
の
関
係
性
と
当
事
者
間
の
取
引
に
よ
っ
て
、
契
約
譲
渡
は
特
定
の
方
式
に
従
っ
て
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
譲
渡
の
コ
ー
ズ
が
譲
渡
の
方
式
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
た（

（01
（

。
例
え
ば
、
株
式
会
社
の
社
員
の

間
で
締
結
す
る
定
款
は
契
約
で
あ
り
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
式
の
譲
渡
は
、
社
員
の
法
律
上
の
地

位
の
移
転
で
あ
る
た
め
、
し
ば
し
ば
契
約
の
譲
渡
と
同
一
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
記
「
対
称
性
」、
つ
ま
り
一
次
行
為
の
方
式
は

二
次
行
為
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
則
に
従
う
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
株
式
の
譲
渡
は
公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証
書
に
よ
っ

て
譲
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
明
ら
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
記
「
対
称
性
」

原
則
を
、
必
ず
し
も
、
あ
ら
ゆ
る
譲
渡
に
お
い
て
尊
重
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
に
対
し
て
、
書
面
に
よ
る
方
式
が
要
件
で
は
な
い
場
合
で
も
、
譲
渡
の
コ
ー
ズ
が
書
面
ま
た
は
公
正

証
書
を
要
件
と
す
る
場
合
、
そ
の
方
式
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
譲
渡
は
無
効
で
あ
る
。
例
え
ば
、
譲
渡
が
実
質
的
に
贈
与
で
あ
っ
た
場

合
、
一
次
行
為
に
対
し
て
書
面
方
式
が
要
件
で
は
な
く
て
も
、
公
正
証
書
で
行
わ
な
け
れ
ば
無
効
で
あ
る（

（0（
（

。

　

要
す
る
に
、
契
約
譲
渡
に
お
け
る
方
式
の
原
則
は
、
一
定
の
方
式
で
は
な
く
、
方
式
の
多
様
原
則
が
最
も
相
応
し
い
と
い
う
の
が
、

最
近
の
学
説
で
は
主
流
で
あ
る
。
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㈣　

当
事
者
間
の
効
果

1
　
譲
渡
人
と
被
譲
渡
人
の
関
係
（
第
一
四
〇
八
条
）

　
「
第
一
四
〇
八
条
（
被
譲
渡
人
お
よ
び
譲
渡
人
た
る
契
約
者
間
の
関
係
（
譲
渡
人
は
交
替
が
被
譲
渡
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
有
効
と

な
っ
た
時
か
ら
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
に
対
し
そ
の
債
務
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

　

し
か
し
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
は
、
譲
渡
人
を
解
放
し
な
い
旨
を
表
示
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
が
そ
の
負
担
し
た
債
務
関
係
を
履
行
し

な
い
と
き
は
譲
渡
人
に
対
し
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
は
、
譲
受
人
の
不
履
行
が
確
実
と
な
っ
た
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
そ
の
不

履
行
を
譲
渡
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
要
し
、
通
知
し
な
い
場
合
に
は
損
害
賠
償
の
責
に
任
ず
る
。」

　

民
法
典
の
条
文
は
、
契
約
譲
渡
の
効
果
は
、
原
則
的
に
被
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
渡
人
を
債
務
関
係
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
明
確
に

規
定
す
る
。

　

こ
れ
は
、
契
約
譲
渡
の
通
常
の
効
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
事
者
間
に
他
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、
譲
渡
人
は
被
譲
渡
人
に
対
し
て
、

契
約
譲
渡
が
有
効
と
な
っ
た
と
き
か
ら
、
解
放
さ
れ
る
。
契
約
譲
渡
が
有
効
と
な
る
時
点
は
、
被
譲
渡
人
が
同
意
し
た
と
き
、
ま
た

は
、
第
一
四
〇
七
条
の
条
文
を
参
照
す
る
と
、
被
譲
渡
人
の
譲
渡
に
対
し
て
予
め
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
は
被
譲
渡
人
に
契
約
譲
渡

が
通
知
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
上
記
効
果
は
、
契
約
譲
渡
を
第
一
二
七
二
条
（
参
加
（esprom

issione

（
（00
（

（（
と
第
一
二
七
三
条
（
債
務

引
受
（accollo

（
（00
（

（（
か
ら
識
別
す
る
特
徴
で
あ
る
。
参
加
と
債
務
引
受
の
場
合
に
は
、
債
権
者
の
明
確
な
表
示
が
な
け
れ
ば
債
務
者
は

解
放
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
債
務
引
受
の
場
合
、
取
引
に
お
い
て
明
確
な
条
項
が
な
け
れ
ば
、
債
務
者
は
解
放
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

参
加
と
債
務
引
受
の
任
意
規
定
は
連
帯
責
任
で
あ
り
、
契
約
譲
渡
の
任
意
規
定
は
、
譲
渡
人
た
る
債
務
者
の
解
放
で
あ
る（

（00
（

。

　

譲
渡
人
の
解
放
は
、
契
約
譲
渡
の
一
体
説
の
論
理
的
な
帰
結
で
あ
る
。
三
人
の
当
事
者
の
同
意
が
あ
る
た
め
、
譲
渡
人
を
解
放
し
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な
い
理
由
は
な
い
。
通
常
、
契
約
譲
渡
の
重
要
な
目
的
は
、
譲
渡
人
を
か
か
る
取
引
か
ら
離
脱
さ
せ
、
全
て
の
法
的
関
係
を
断
っ
て
、

完
全
に
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
の
結
果
を
妨
げ
る
こ
と
は
三
人
の
当
事
者
の
利
益
に
反
す
る
に
違
い
な
い
。
よ
っ
て
、
契

約
譲
渡
の
通
常
の
効
果
と
し
て
は
、
譲
渡
人
が
設
定
し
た
保
証
も
消
滅
す
る
。
但
し
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
が
継
続
的
契
約
で
あ
る
場

合
、
解
放
お
よ
び
保
証
の
消
滅
は
、
譲
渡
の
成
立
以
降
の
給
付
の
み
を
対
象
と
し
、
譲
渡
以
前
に
か
か
る
給
付
に
対
し
て
、
譲
渡
人

の
責
任
は
消
滅
し
な
い
。
ま
た
、
被
譲
渡
人
も
譲
渡
人
に
対
し
て
、
譲
渡
の
成
立
以
前
の
給
付
に
つ
い
て
、
責
任
を
負
う（

（00
（

。
つ
ま
り
、

継
続
的
契
約
の
場
合
、
譲
渡
人
の
解
放
と
保
証
の
消
滅
は
、
遡
及
効
果
（ex tunc

（
を
及
ぼ
さ
ず
、
全
て
の
効
果
は
契
約
譲
渡
の
締

結
か
ら
（ex nunc

（
発
生
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三
人
の
当
事
者
間
で
同
意
が
あ
れ
ば
、
遡
及
効
果
の
解
放
お
よ
び
保
証
の
消
滅
も

可
能
で
あ
る
。

　

第
一
四
〇
八
条
二
項
は
、
被
譲
渡
人
が
譲
渡
人
を
免
責
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
条
文
に
よ
れ
ば
、
譲
受
人
の
不

履
行
の
場
合
、
被
譲
渡
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
譲
渡
人
の
責
任
は
、
連
帯
責
任
で
は
な
く
、
譲

受
人
の
不
履
行
の
場
合
に
の
み
発
生
す
る
。
よ
っ
て
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
直
接
給
付
の
履
行
を
請
求
で
き
ず
、
ま
ず
被
譲

渡
人
に
対
し
て
給
付
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（00
（

。

　

被
譲
渡
人
は
、
同
時
に
譲
渡
人
ま
た
は
譲
受
人
に
対
し
て
提
訴
で
き
る
、
と
い
う
連
帯
責
任
の
仮
定
は
、
一
方
の
当
事
者
の
地
位

を
移
転
さ
せ
て
、
そ
の
当
事
者
を
で
き
る
限
り
契
約
関
係
か
ら
断
つ
、
と
い
う
契
約
譲
渡
の
根
本
的
な
目
的
と
矛
盾
す
る（

（00
（

。
し
か
し
、

最
高
破
毀
院
の
判
例
は
、
こ
の
場
合
は
連
帯
責
任
の
法
理
を
適
用
す
る
場
合
が
多
い（

（00
（

。
ま
た
、
譲
受
人
の
不
履
行
の
場
合
、
被
譲
渡

人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
提
訴
せ
ず
、
譲
受
人
に
対
し
て
通
常
の
強
制
執
行
ま
た
は
契
約
の
解
除
（
民
法
典
第
一
四
五
三
条
（
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

非
免
責
的
譲
渡
の
場
合
、
第
一
四
〇
八
条
三
項
に
よ
る
と
、
譲
受
人
の
不
履
行
が
あ
っ
た
場
合
、
一
五
日
間
以
内
に
被
譲
渡
人
は

譲
渡
人
に
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
譲
渡
人
の
責
任
が
復
活
す
る
こ
と
に
関
連
す
る
。
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、



（（

法学研究 92 巻 10 号（2019：10）

被
譲
渡
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
払
う
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、
厳
密
に
は
不
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。

契
約
の
自
由
の
原
則
の
下
で
、
三
人
の
当
事
者
は
非
免
責
的
譲
渡
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
が
な
け
れ
ば
、

非
免
責
的
契
約
譲
渡
は
、
契
約
譲
渡
の
概
念
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
単
に
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
の
合
併
に
す
ぎ
な
い
、
と
の
説
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
明
確
な
非
免
責
的
譲
渡
の
条
文
の
存
在
に
よ
っ
て
、
非
免
責
的
譲
渡
も
典
型
的
契
約
譲
渡
の
制
度
の
一
つ
の
形

で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
う
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
。

2
　
被
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
関
係
（
第
一
四
〇
九
条
）

　
「
第
一
四
〇
九
条
（
被
譲
渡
人
と
譲
受
人
た
る
契
約
者
間
の
関
係
（
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
は
そ
の
契
約
か
ら
生
ず
る
一
切
の
抗
弁
を
譲

受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
譲
渡
人
と
の
そ
の
他
の
関
係
に
基
づ
く
抗
弁
は
対
抗
し
得
な
い
。
但
し
、
交
替
に
同
意
し
た
時
に
そ

の
明
ら
か
な
留
保
が
な
さ
れ
た
時
は
こ
の
限
り
で
な
い
。」

　

契
約
譲
渡
が
正
式
に
成
立
す
る
と
、
通
常
、
譲
渡
人
は
取
引
と
無
関
係
に
な
り
、
契
約
の
効
果
は
被
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
間
に
の

み
発
生
す
る
。
従
っ
て
、
被
譲
渡
人
は
譲
渡
人
に
給
付
の
履
行
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
譲
渡
人
を
解
放
し
な
い
と
い
う
表
示
が
な

か
っ
た
場
合
、
被
譲
渡
人
は
譲
渡
人
に
給
付
の
履
行
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

当
条
文
は
、
被
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
契
約
か
ら
生
じ
る
全
て
の
抗
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁
は

で
き
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
し
か
し
、「
他
の
関
係
」
と
い
う
文
言
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
抗
弁
が
で
き
な
い
か
、

学
説
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
譲
受
人
が
被
譲
渡
人
に
で
き
る
抗
弁
に
つ
い
て
も
、
何
ら
規
定
は
な
い（

（01
（

。

　

譲
渡
さ
れ
た
契
約
に
対
し
て
譲
受
人
が
履
行
し
な
い
場
合
、
被
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
、
次
の
選
択
肢
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る（

（0（
（

。

　

1
．
ま
ず
、
不
履
行
の
抗
弁
（
同
時
履
行
の
抗
弁
（
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
典
第
一
四
六
〇
条
（。
こ
の
場
合
、
契
約
は
解
除
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さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
履
行
は
一
時
的
に
停
止
さ
れ
る
。
こ
の
抗
弁
は
、
明
ら
か
に
、
双
務
契
約
の
場
合
に
の
み
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

2
．
被
譲
渡
人
は
履
行
、
ま
た
は
契
約
の
解
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
典
第
一
四
五
三
条
（。

　

（
．
書
面
に
よ
り
、
相
当
の
期
間
内
に
履
行
を
催
告
し
、
当
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
、
契
約
は
何
ら
の
手
続
き
を
要
せ
ず
解
除
さ
れ
る

（
民
法
典
第
一
四
五
四
条
（。

　

（
．
譲
渡
さ
れ
た
契
約
に
明
示
的
解
除
約
款
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
被
譲
渡
人
は
そ
の
約
款
を
利
用
で
き
る
場
合
、
か
か

る
解
除
を
主
張
す
る
（
民
法
典
第
一
四
五
六
条
（。

　

（
．
譲
受
人
に
よ
る
如
何
な
る
請
求
に
対
し
て
も
（
例
え
ば
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
場
合
（、
責
任
を
免
除
ま
た
は
制
限
す
る
条

項
を
通
じ
て
、
譲
受
人
の
請
求
を
阻
む
。
ま
た
、
違
約
金
の
上
限
を
主
張
す
る
。

　

（
．
契
約
の
無
効
（
民
法
典
第
一
四
一
八
条
（
ま
た
は
取
消
し
（
民
法
典
第
一
四
四
一
条
（
の
抗
弁
を
す
る
。

　

さ
ら
に
、
契
約
譲
渡
が
成
立
し
た
際
、
明
ら
か
な
留
保
が
さ
れ
た
場
合
、
被
譲
渡
人
は
譲
受
人
に
対
し
て
、
譲
渡
人
と
の
他
の
関

係
に
基
づ
い
た
抗
弁
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
留
保
に
対
し
て
合
意
が
あ
っ
た
場
合
、
被
譲
渡
人
は
譲
受
人
に
対
し
て
、
譲
渡
さ
れ
た

契
約
に
関
す
る
債
務
と
譲
渡
人
に
対
す
る
別
個
の
債
権
と
の
相
殺
を
抗
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（00
（

。

　

以
上
は
、
契
約
譲
渡
と
い
う
取
引
の
三
者
の
構
成
を
強
調
し
て
お
り
、
被
譲
渡
人
の
地
位
は
他
の
当
事
者
と
平
等
で
あ
り
、
抗
弁

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
被
譲
渡
人
の
役
割
は
単
な
る
参
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
取
引
の
ま
さ
に
当
事
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（00
（

。

通
常
、
契
約
譲
渡
と
い
う
取
引
を
推
進
す
る
の
は
、
譲
渡
人
あ
る
い
は
譲
受
人
で
あ
る
。
被
譲
渡
人
は
、
取
引
が
確
実
に
な
っ
て
か

ら
は
、
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
よ
っ
て
、
条
文
に
お
い
て
、
譲
受
人
に
対
す
る
被
譲
渡
人
の
抗
弁
は

明
瞭
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
被
譲
渡
人
に
対
す
る
譲
受
人
の
抗
弁
に
つ
い
て
の
条
文
は
な
い
。
し
か
し
、
契
約
譲
渡
の
構
造

と
通
常
の
効
果
に
鑑
み
る
な
ら
、
譲
受
人
が
被
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
渡
人
と
同
様
の
抗
弁
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
う
余
地
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が
な
い
。
こ
の
抗
弁
が
で
き
な
け
れ
ば
、
契
約
譲
渡
の
効
果
と
し
て
、
被
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
契
約
上
の
地
位
の
移
転
は
完
成

し
な
い
。
つ
ま
り
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
全
て
の
権
利
な
い
し
権
限
を
も
ち
、
抗
弁
が
で
き
る
。

　

学
説
に
お
い
て
、
譲
渡
人
は
被
譲
渡
人
に
対
し
て
、
譲
受
人
と
譲
渡
人
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
う
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
譲
渡
人
の
権
利
と
権
限
は
、
類
推
的
解
釈
で
譲
受
人
に
も
適
用
で
き
る
の
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
留
保
し
た
被
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
対
し
て
抗
弁
で
き
る
権
利
は
、
被
譲
渡
人
の
契
約
上
の

地
位
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
、
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
譲
受
人
は
、
元
の
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
た
め
、
契

約
上
の
地
位
が
悪
化
す
る
と
は
言
え
ず
、
保
護
に
値
す
る
権
利
は
な
い
た
め
、
被
譲
渡
人
に
有
利
な
第
一
四
〇
九
条
但
書
は
、
譲
受

人
に
適
用
す
る
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
と
指
摘
さ
れ
た（

（00
（

。

　

さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
お
い
て
、
譲
受
人
と
被
譲
渡
人
の
間
で
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁
の
可
能

性
に
つ
い
て
の
条
文
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
譲
渡
を
す
る
取
引
と
別
個
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁
を
、
被
譲
渡
人
は
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
四
〇
九
条
に
そ
の
抗
弁
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
さ
ら
に
被
譲
渡
人
は
譲
渡
人

と
譲
受
人
と
の
別
個
の
関
係
に
対
し
て
当
事
者
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
関
係
に
基
づ
い
た
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
譲

受
人
も
、
被
譲
渡
人
に
対
し
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
関
係
に
基
づ
い
た
抗
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（00
（

。

　

一
方
、
契
約
譲
渡
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
契
約
に
関
す
る
抗
弁
は
、
三
人
の
当
事
者
の
契
約
で
あ
る
た
め
、
被
譲
渡
人
を
含
め
て

全
て
の
当
事
者
は
抗
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（00
（

。

3
　
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
関
係
（
第
一
四
一
〇
条
）

　
「
第
一
四
一
〇
条
（
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
関
係
（
譲
渡
人
は
契
約
の
有
効
性
を
担
保
す
る
責
に
任
ず
る
。

　

譲
渡
人
が
契
約
の
履
行
の
担
保
を
負
担
し
た
場
合
に
は
、
彼
は
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
の
債
務
関
係
に
つ
き
保
証
人
と
し
て
責
任
を
負



（（

イタリアにおける契約譲渡

う
。」

　

第
一
四
一
〇
条
一
項
は
、
通
常
の
場
合
の
譲
渡
人
の
責
任
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
つ
ま
り
、
譲
渡
人
は
、
契
約
の
履
行
を
保
証
し

な
い
限
り
、
譲
渡
さ
れ
る
契
約
の
有
効
性
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
に
別
の
同
意
が
あ
っ
た

場
合
、
譲
渡
人
が
何
ら
保
証
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
、
と
指
摘
さ
れ
た（

（00
（

。
当
該
条
文
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
補
足

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
通
説
は
債
権
譲
渡
を
規
定
す
る
民
法
典
第
一
二
六
六
条（

（00
（

を
参
照
し
て
解
説
す
る
。
通
常
、
二
つ
の
相
違
点

が
指
摘
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
二
六
六
条
に
よ
る
と
、
債
権
の
譲
渡
人
は
「
債
権
の
存
在
」
を
保
証
す
る
責
任
を
負
う
。
し
か
し
、
第
一
四
一
〇
条

で
は
「
契
約
の
有
効
性
」
を
保
証
す
る
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
。
学
説
に
お
い
て
、
存
在
し
な
い
こ
と
（inesistenza

（
と
無

効
の
相
違
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
の
債
権
譲
渡
の
保
証
は
、
最
低
限
の
債
権
の
存
在
で
あ
る
が
、
契
約
譲
渡
の
場
合
、
契

約
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
そ
の
契
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
譲
渡
人
が
保
証
す
る
義
務
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
契
約
譲
渡
の
保
証
責
任

の
方
が
広
範
な
の
で
あ
る（

（00
（

。

　

い
っ
た
ん
契
約
を
移
転
さ
せ
る
取
引
が
成
立
す
る
と
、
譲
渡
さ
れ
る
契
約
が
無
効
な
い
し
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
譲
渡

人
は
譲
り
受
け
人
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
譲
渡
人
の
信
義
に
従
っ
て
誠
実
に
譲
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、

責
任
を
負
う
。
譲
渡
さ
れ
た
契
約
が
存
在
し
な
い
、
あ
る
い
は
無
効
の
場
合
に
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
損
害
は
、

単
に
費
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
損
失
（interesse contrattuale negativo

（
な
ど
で
は
な
く
、
取
引
が
成
立
し
、
完
成
し
た
場

合
の
利
益
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
償
す
る
義
務
を
負
う（

（01
（

。

　

以
上
を
理
由
と
し
て
、
無
効
契
約
の
譲
渡
自
体
は
、
無
効
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
譲
受
人
が
譲
渡
に
基
づ
い
た
訴
権
（
損
害

賠
償
お
よ
び
解
除
（
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
契
約
が
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
効
の
場
合
は
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
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と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
の
無
効
を
知
っ
て
い
た
場
合
、
通
説
に
よ
る
と
第
一
四
一
〇
条
に
よ
る

賠
償
を
主
張
で
き
な
い（

（0（
（

。

　

譲
渡
さ
れ
た
契
約
が
、
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
場
合
、
民
法
典
第
二
〇
三
五
条
に
よ
り
、
支
払
っ
た
も
の
ま
た
は
履
行
し
た
給
付

を
取
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
善
良
の
風
俗
の
違
反
は
、
履
行
す
る
当
事
者
お
よ
び
履
行
を
受
け
る
当
事
者
に
共
通
で
な
け
れ
ば
、

上
記
条
文
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
法
律
違
反
の
場
合
、
譲
渡
さ
れ
た
契
約
は
無
効
で
、
払
戻
し
が
可
能
で
あ
る（

（00
（

。

五　

小　

括

　

一
九
四
二
年
に
イ
タ
リ
ア
民
法
は
契
約
譲
渡
規
定
を
制
定
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
一
九
世
紀
末
―
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
、

最
高
峰
の
水
準
を
誇
り
、
そ
れ
ゆ
え
の
権
威
か
ら
世
界
中
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
学
説
は
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
の

そ
れ
ぞ
れ
の
法
理
を
出
発
点
と
し
た
、
契
約
の
一
方
当
事
者
の
地
位
を
包
括
的
に
第
三
者
に
移
転
す
る
方
法
を
考
案
し
た
。
そ
れ
は

契
約
譲
渡
を
「
分
解
し
た
」
法
理
の
下
に
理
解
す
る
方
法
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
一
体
と
し
て
把
握
す
る
学
説
が
一
九
二
〇
年
代
に

入
っ
て
現
れ
、
他
国
の
学
説
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
四
二
年
に
民
法
典
の
全
体
的
改
正
を
図
っ
て
、
最
新
の
法
理
を

導
入
し
よ
う
と
し
た
イ
タ
リ
ア
の
立
法
者
は
、
契
約
譲
渡
の
条
文
を
民
法
典
に
記
載
し
得
た
の
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
編
纂
に
際
し
て
、
立
法
者
の
果
た
し
た
役
割
は
い
う
ま
で
も
な
く
重
要
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
の
対
象
と
し
て

き
た
契
約
譲
渡
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
に
先
立
ち
、
学
説
お
よ
び
実
務
家
の
果
た
し
た
役
割
は
決
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
契
約
譲
渡
の
法
理
は
、
ま
ず
取
引
社
会
の
必
要
性
に
呼
応
し
て
、
実
務
家
の
着
眼
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
用
い
ら
れ
始
め
た
。

そ
の
後
、
学
説
に
よ
る
「
契
約
譲
渡
」
法
理
の
理
論
的
整
序
が
施
さ
れ
て
、
最
終
の
段
階
だ
け
、
す
な
わ
ち
法
典
編
纂
に
至
っ
て
漸

く
立
法
者
の
介
入
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
。
法
の
継
受
は
決
し
て
一
斉
に
で
は
な
く
、
漸
次
的
に
生
起
す
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
示
す
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事
例
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
法
の
継
受
現
象
は
複
雑
な
文
化
的
要
因
を
随
伴
し
つ
つ
進
行
す
る
も
の
だ
が
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
が
法
史
上
初
め
て
契
約

譲
渡
法
理
を
実
定
的
に
規
定
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
イ
タ
リ
ア
固
有
の
法
価
値
・
法
観
念
が
深
く
関
連
し
て
い
た
事
情
を

見
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
最
後
に
記
し
て
お
こ
う
。
取
引
実
務
の
慣
行
の
発
展
と
法
実
務
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
学
説
に

よ
る
高
度
な
法
技
術
的
、
法
理
論
的
概
念
化
を
経
て
、
民
法
典
の
全
面
改
正
は
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
契

約
譲
渡
規
定
の
登
場
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
理
路
を
経
た
も
の
と
し
て
理
解
し
得
よ
う
。

（
1
（　

日
本
に
お
い
て
も
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
野
澤
正
充
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
周
知
の
法
理
と
な
っ
て
い
る
（『
契
約
譲
渡
の
研
究
』

弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
（。
本
稿
は
契
約
譲
渡
規
定
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
一
九
四
二
年
の
イ
タ
リ
ア
民
法
典
上
に
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た

ど
り
同
規
定
が
実
現
し
た
の
か
を
学
説
史
的
に
厳
密
に
再
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
民
法
学
へ
の
将
来
的
示
唆
を
得
る
た
め
の
基
礎

研
究
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
（　

日
本
の
司
法
省
は
一
八
八
二
年
に
イ
タ
リ
ア
旧
民
法
を
、
司
法
省
蔵
版
『
伊
太
利
王
国
民
法
』
の
名
の
下
に
全
訳
し
て
い
る
。
当
該

条
文
の
和
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
賃
借
者
ハ
若
シ
制
約
ノ
存
在
ス
ル
有
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
則
チ
其
賃
貸
物
件
ヲ
複
賃
貸
ニ
付
シ
若
ク

ハ
其
契
約
ニ
関
ス
ル
權
理
ヲ
他
人
ニ
譲
典
ス
ル
ヿ
ヲ
得
可
キ
ノ
權
理
ヲ
有
ス
此
權
理
ハ
全
部
若
ク
ハ
其
一
部
ニ
向
テ
制
禁
ヲ
立
定
ス
ル
ヿ

ヲ
得
可
シ
然
レ
ト
モ
此
制
禁
ハ
特
別
ナ
ル
契
約
ヲ
以
テ
ス
ル
有
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
則
チ
存
在
セ
サ
ル
者
ト
ス
。」。

（
（
（　
「
若
シ
賃
貸
者
カ
賃
貸
物
件
ヲ
賈
付
セ
ル
ヿ
有
レ
ハ
則
チ
賃
借
者
ハ
公
式
證
書
若
ク
ハ
正
實
ナ
ル
記
日
ヲ
有
ス
ル
私
式
證
書
ニ
依
拠

シ
テ
以
テ
其
賃
借
契
約
ノ
實
ニ
其
賣
賈
ヲ
爲
ス
ヨ
リ
以
前
ニ
之
ヲ
締
結
シ
タ
ル
ヿ
ヲ
證
明
シ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
則
チ
其
賃
借
ヲ
保
續
ス
ル
ヿ

ヲ
得
可
シ
但
賃
貸
者
カ
賣
賈
ヲ
爲
ス
ノ
時
會
ニ
於
テ
ハ
其
賃
貸
ヲ
解
止
ス
ル
ヿ
ヲ
豫
約
セ
ル
有
ル
如
キ
ハ
此
例
外
ニ
屬
」、
前
掲
司
法
省

蔵
版
『
伊
太
利
王
国
民
法
』
よ
り
引
用
。

（
（
（　A

ntonio A
lbanese, D

ella cessione del contratto - Com
m

entario del codice civile Scialoja-Branca 

（art. 1406-
1410

（, Bologna, 200（, p. 112.



（2

法学研究 92 巻 10 号（2019：10）
A

ntonio A
lbanese （1（（0-　

（ 

は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
授
。
民
法
学
者
、
弁
護
士
。

（
（
（　A

lbanese, supra n. （, p. 11（.
（
（
（　A

lbanese, supra n. （, p. 11（.
（
（
（　Salvatore Puleo, La cessione del contratto, M

ilano, 1（（（, p. 2（.
Salvatore Puleo 

（1（0（-1（（（?

（ 

は
、
パ
レ
ル
モ
大
学
教
授
。
民
法
学
者
。
契
約
譲
渡
お
よ
び
形
成
権
（I diritti potestativi, 

M
ilano, 1 （（（

（
は
研
究
の
主
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

（
（
（　Bernardo W

indscheid 

（trad. Carlo Fadda e Paolo Em
ilio Bensa

（, D
iritto delle pandette, T

orino, 1（2（-2（. 

第
三
二

九
～
三
三
七
号
は
債
権
の
譲
渡
、
第
三
三
八
～
三
四
〇
号
は
債
務
引
受
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
（
（　H

einrich Siber, 
“Die Shuldrechtliche V

ertragsfreiheit

”, Jheirngs Jahrbucher für die D
ogm

atik des bürgerlichen 
R

echts. 2.Folge, （0  （1（20
（, p. 2（（.

（
10
（　Rudolf Stam

m
ler, D

as R
echt der Schuldverhältnisse in seinen allgem

einen Lehren : Studien zum
 Bürgerlichen 

G
esetzbuche für das D

eutsche R
eich, Berlin, 1（（（, p. 1（（.

（
11
（　O

tto von Gierke, D
eutsches Privatrecht, III, Leipzig 1（1（, p. 1（（.

（
12
（　Carl Crom

e, System
 des deutschen bürgerlichen R

echts, II, T
übingen, 1（02, p. （2（.

（
1（
（　Ludw

ig von Enneccerus, Lehrbuch des bürgerlichen R
echts, II - R

echt der Schuldverhältnisse, M
arburg 1（（2, 

p. （1（.

（
1（
（　

ド
イ
ツ
学
説
に
つ
い
て
、M

arcello A
ndreoli, La cessione del contratto, Padova, 1（（1, p. 2（  n. 2; Puleo, supra n. （, p. 

2（; A
lbanese, supra n. （, p. 112.

（
1（
（　Puleo, supra n. （, p. （1.

（
1（
（　Puleo, supra n. （, p. （2.

（
1（
（　Puleo, supra n. （, p. （2.

（
1（
（　Puleo, supra n. （, p. （（.

（
1（
（　A

lbanese, supra n. （, p. 11（; Puleo, supra n. （, p. （（.
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（
20
（　Enrico Redenti, D

ei contratti nella pratica com
m

erciale, Padova, 1（（1, p. 1（（.
Enrico Redenti 

（1（（（-1（（（

（ 

は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
授
。
民
事
訴
訟
法
学
者
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
、
現
行
民
事
訴
訟
法
典
の

作
成
に
貢
献
し
た
。

（
21
（　Enrico Finzi, 

“La riassicurazione e la cessione del portafoglio 

（A
 proposito di recenti sentenze

（”, R
ivista di 

diritto com
m

erciale （1（（2

（, p. （（（.
Enrico Finzi （1（（（-1（（（

（ 

は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
教
授
。
民
法
学
者
、
弁
護
士
。

（
22
（　Enrico Finzi, 
“Verso un nuovo diritto del com

m
ercio

”, A
rchivio di studi corporativi （1（（（

（, p. 20（.

（
2（
（　Finzi （1（（2
（, supra n. 21, p. （（1.

（
2（
（　Finzi （1（（2

（, supra n. 21, p. （（2.

（
2（
（　Finzi （1（（2

（, supra n. 21, p. （（2.

（
2（
（　Finzi （1（（2

（, supra n. 21, p. （（2.

（
2（
（　Giovanni Fontana, 

“Cessione di contratto

”, R
ivista di diritto com

m
erciale, 1（（（, p. 1（（.

（
2（
（　

“… la cessione di contratto può senz

’altro definirsi com
e un negozio giuridico com

plesso, risultante da una 
cessione di crediti e un accollo di debito, che （

…
（ m

ette un terzo （cessionario

（ nella stessa posizione giuridica in cui 
si trovava uno dei contraenti 

（cedente

（”（
契
約
譲
渡
は
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
に
よ
る
複
雑
な
法
律
行
為
と
し
て
定
義
で
き
る

（
…
…
（
そ
れ
は
、
第
三
者
（
譲
受
人
（
を
、
一
方
の
当
事
者
（
譲
渡
人
（
が
あ
っ
た
と
同
一
の
法
上
地
位
に
置
く
法
律
行
為
で
あ
る
。（

Fontana, supra n. 2（, p. 20（.

（
2（
（　Fontana, supra n. 2（, p. 1（（.

（
（0
（　

“Non esiste nel nostro ordinam
ento un negozio unitario che im

porti la trasm
issione integrale 

（cessione

（ di 
contratto bilaterale ineseguito, la trasm

issione, cioè, da parte del com
pratore, del credito rispetto alla m

erce e del 
debito rispetto al prezzo, congiuntam

ente. A
 questo risultato è possibile pervenire, però, scom

ponendo il negozio 
nei suoi elem

enti corrispettivi di credito e di debito, applicando al prim
o l

’istituto della cessione norm
ale ed al 

secondo quello dell

’accollo

”. Cassazione, 1（（（/（/1（, n. （（, in G
iurisprudenza Italiana, Repertorio 1（（（, O

bbligazioni e 
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contratti, （（.

（
（1
（　A

lbanese, supra n. （, p. 11（.
（
（2
（　Lorenzo M

ossa, 

“Vendita di contratto 

（N
ota a Cass Civ. 21.1.1（2（

（”, R
ivista di diritto com

m
erciale 

（1（2（

（ p. 
（（（.Lorenzo M

ossa （1（（（-1（（（

（ 

は
、
ピ
サ
大
学
教
授
。
商
法
学
者
。
主
に
証
券
お
よ
び
会
社
法
の
原
論
を
分
析
し
た
。

（
（（
（　M

ossa, supra n. （2, p. （（（.

（
（（
（　M

ossa, supra n. （2, p. （（（.

（
（（
（　M

ossa, supra n. （2, p. （（（.

（
（（
（　Bernhard W

indscheid, Lehrbuch des Pandektenrechts IX
, Frankfurt am

 M
ain, 1（0（, 

§ （（（.

（
（（
（　Stam

m
ler, supra n. 10, p. 1（（.

（
（（
（　Enneccerus, supra n. 1（, p. 2（（.

（
（（
（　H

einrich D
em

elius, 
“Vertragübernahm

e

”, Jheirngs Jahrbucher für die D
ogm

atik des bürgerlichen R
echts. 

2.Folge, （2  （1（22

（, p. 2（1.

（
（0
（　A

ndreas von T
uhr, D

er allgem
eine T

eil des D
eutschen Bürgerlichen R

echts, I, Leipzig, 1（10, p. 1（1, 220; 
A

ndreas von T
uhr, D

er allgem
eine T

eil des Schw
eizerischen O

bligationenrechts, Zurich, 1（2（, 

§ （（.

（
（1
（　M

ossa, supra n. （2, p. （（（.

（
（2
（　Charles A

ubry, Charles Rau, Cours de droit civil français d

’après la m
éthode de Zachariœ

 V
 ed., Paris, 1（22, p. 

（, 221.

（
（（
（　M

ossa, supra n. （2, p. （（（.

（
（（
（　

例
え
ば
、M

arcello A
ndreoli, supra n. 1（, p. （1.

（
（（
（　M

aria Luisa Carlino et al. 

（a cura di

（, D
izionario biografico dei giuristi italiani, 

（X
II-X

X
 secolo

（ – D
iretto da 

Italo Birocchi et al., Bologna, 201（, p. （（（.

（
（（
（　Pietro Gasparri, La cessione dei contratti 

（Contributo alla teoria della trasm
issione delle obbligazioni

（, Livorno, 
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1（（（.
Pietro Gasparri 

（1（10-1（（0

（ 

は
、
ピ
サ
大
学
で
、M

ossa

の
下
で
商
法
を
専
攻
し
、
卒
業
。
そ
の
後
、
行
政
法
学
者
と
し
て
、
ペ

ル
ー
ジ
ャ
大
学
教
授
。

（
（（
（　Gasparri, supra n. （（, p. （.

（
（（
（　

分
解
説
に
基
づ
い
た
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
に
際
し
て
、
債
権
が
譲
渡
を
通
じ
て
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
移
転
し
、
本
来
の

コ
ー
ズ
な
ど
に
は
変
更
は
な
い
。
他
方
、
債
務
引
受
は
更
改
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
コ
ー
ズ
は
変
更
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権

と
債
務
の
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
、
契
約
が
無
効
で
あ
っ
た
場
合
、
譲
受
人
が
非
譲
渡
人
に
対
し
て
主
張
で
き
る
対
抗
は
な
く
な
る
、

とGasparri

は
指
摘
す
る
。Gasparri, supra n. （（, p. （0.

（
（（
（　Gasparri, supra n. （（, p. （（.

（
（0
（　Rosario N

icolò, L

’adem
pim

ento dell

’obbligo altrui, M
ilano, 1（（（.

Rosario N
icolò （1（10-1（（（

（ 
は
、
ロ
ー
マ
大
学
教
授
。
民
法
学
者
。
現
行
民
法
典
の
主
要
な
編
集
者
。
著
名
な
民
事
弁
護
士
。

（
（1
（　Rosario N

icolò, supra n. （0, p. 2（1.

（
（2
（　N

icolò, supra n. （0, p. 2（2.

（
（（
（　N

icolò, supra n. （0, p. （00.

（
（（
（　

“La cessione del contratto, com
e figura autonom

a, non è sostanzialm
ente che la rinnovazione di una 

dichiarazione negoziale, ossia una renovatio contractus

”, N
icolò, supra n. （0, p. （00.

（
（（
（　

“La costruzione in esam
e è stata unanim

em
ente respinta

”. A
lbanese, supra n. （, p. 11（.

（
（（
（　N

icolò, supra n. （0, p. 2（（.

（
（（
（　N

icolò, supra n. （0, p. （01.

（
（（
（　

つ
ま
り
、
更
新
説
は
採
用
さ
れ
な
く
て
も
、
分
解
説
を
対
象
と
し
た
批
判
が
分
解
説
の
衰
退
に
貢
献
し
た
。A

lbanese, supra n. 
（, p. 120-21.

（
（（
（　Salvatore Puleo, supra n. （.

（
（0
（　

“Con l

’espressione cessione di contratto si suole indicare la convenzione in virtù della quale si trasferisce da 
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uno dei contraenti ad un terzo il com

plesso dei rapporti giuridici posti in essere con un contratto

”. Puleo, supra n. 
7, p. 9.

（
61
）　Puleo, supra n. 7, p. 10.

（
62
）　Redenti, supra n. 20, p. 149.

（
63
）　Puleo, supra n. 7, p. 24.

（
64
）　N

icolò, supra n. 50, p. 26.

（
65
）　Siber
は
、
初
期
の
業
績
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
一
九
一
四
年
ま
で
、Planck

のK
om

m
entar

に
お
い
て
、
分
解
説
の
支
持
者

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
そ
の
意
見
を
変
え
て
、
一
九
二
一
年
のD

ie schuldrechtliche V
ertragsfreiheit

に
一
体
説
を
支
持
し

た
。Puleo, supra n. 7, p. 30  n. 26; ibid., p. 37.

（
66
）　Puleo, supra n. 7, p. 29.

（
67
）　Puleo, supra n. 7, p. 44.

（
68
）　Puleo, supra n. 7, p. 44-47.

（
69
）　Puleo, supra n. 7, p. 69.

（
70
）　Puleo, supra n. 7, p. 70.

（
71
）　Puleo, supra n. 7, p. 71.

（
72
）　Puleo, supra n. 7, p. 72.

（
73
）　Puleo, supra n. 7, p. 75.

（
74
）　Puleo, supra n. 7, p. 79.

（
75
）　Puleo, supra n. 7, p. 79.

（
76
）　Puleo, supra n. 7, p. 80.

（
77
）　Puleo, supra n. 7, p. 82.

（
78
）　Puleo, supra n. 7, p. 119.

（
79
）　Puleo, supra n. 7, p. 101.
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（
80
）　Puleo, supra n. 7, p. 105.

（
81
）　Puleo, supra n. 7, p. 106.

（
82
）　Puleo, supra n. 7, p. 107. 

こ
の
事
例
は
、
既
に
一
九
三
二
年
にM
ossa

の
論
文
に
分
析
さ
れ
た
。M

ossa, supra n. 32, p. 668.

（
83
）　Puleo, supra n. 7, p. 110.

（
84
）　Francesco Ferrara Jr., 

“Per una disciplina legislativa della cessione del contratto

”, R
ivista di diritto privato, 

1941-II, p. 108.
Francesco Ferrara Jr. （1908-1974

） 

は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
教
授
。
商
法
学
者
、
弁
護
士
。

（
85
）　Ferrara Jr. 
の
条
文
作
成
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、
以
下
第
六
章
二
巻
を
参
照
。

（
86
）　Gaetano Pandolfelli, Gaetano Scarpello, M

ario Stella Richter, Giovanni D
allari, Codice civile, Libro delle 

obbligazioni. Illustrato con i lavori preparatori e disposizioni di attuazione e transitorie, M
ilano, 1942, p. 217.

（
87
）　Pandolfelli et al., supra n. 86, p. 217.

（
88
）　Pandolfelli et al., supra n. 86, p. 217.

（
89
）　
最
新
の
民
法
典
編
纂
過
程
史
を
分
析
し
た
文
献
を
参
照
し
て
も
、
契
約
譲
渡
に
関
す
る
言
及
は
少
な
く
、
そ
の
導
入
に
貢
献
し
た
者

は
記
載
な
い
し
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。N

icola Rondinone, Storia inedita della codificazione civile, M
ilano, 2003.

（
90
）　Puleo, supra n. 7, p. 73-82.

（
91
）　Ferrara Jr., supra n. 84, p. 114.

（
92
）　
本
論
文
で
言
及
す
る
イ
タ
リ
ア
現
行
民
法
典
の
条
文
の
和
訳
は
全
て
、
原
則
と
し
て
、
風
間
鶴
寿
『
イ
タ
リ
ア
民
法
典
：
全
訳
：
民

法
・
商
法
・
労
働
法
（
追
補
版
）』（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
七
年
）
に
従
っ
た
。

（
93
）　A

lberto M
aria Benedetti, La cessione del contratto, M

ilano, 1998, p. 7.

（
94
）　Salvatore Pugliatti, A

ngelo Falzea, I fatti giuridici, M
essina, 1945, p. 28; M

essineo, D
ottrina generale del 

contratto （III ed.

）, M
ilano, 1948, p. 420; Franco Carresi, La cessione del contratto, M

ilano 1950, p. 44.
A

ngelo Falzea （1914-2016

） 

は
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
大
学
教
授
。
民
法
学
者
、
法
学
の
原
論
に
も
重
要
な
貢
献
し
た
。

Salvatore Pugliatti 

（1903-1976

） 

は
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
大
学
教
授
。
二
〇
世
紀
の
代
表
的
法
学
者
。
主
に
私
法
学
者
と
し
て
活
躍
し
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た
。
メ
ッ
シ
ー
ナ
大
学
で
二
〇
年
間
法
学
部
長
、
ま
た
二
〇
年
間
大
学
総
長
と
し
て
務
め
た
。

Francesco M
essineo （1（（（-1（（（

（ 

は
、
ミ
ラ
ノ
大
学
教
授
。
民
法
お
よ
び
商
法
学
者
。
有
名
な
教
科
書
の
著
者
。

Franco Carresi （1（12-1（（（

（ 

は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
教
授
。
契
約
法
を
主
に
分
析
し
た
民
法
学
者
。

（
（（
（　

現
行
民
法
典
以
前
、Puleo, supra n. （, p. （; Ferrara Jr., supra n. （（, p. 10（. 

現
行
民
法
典
の
施
行
後
、M

arcello 
A

ndreoli, supra n. 1（, p. （; Cesare M
assim

o Bianca, Il contratto, M
ilano, 1（（（, p. （（（.

（
（（
（　

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
最
初
に
「
契
約
上
の
法
的
地
位
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
学
者
は
、Rosario N

icolò, supra n. （0, p. 
2（2. 

現
行
民
法
典
の
施
行
後
、Paolo Clarizia, La cessione del contratto, N

apoli, 1（（（, p. 1（; Giuseppe M
irabelli, 

Com
m

entario del Codice civile: D
ei contratti in generale, T

orino, 1（（0, p. （20.

（
（（
（　Raffaele Cicala, Il negozio di cessione del contratto, N

apoli, 1（（2, p. （（.
Raffaele Cicala （1（2（-1（（（

（ 

は
、
ナ
ポ
リ
大
学
教
授
。
民
法
教
授
。

（
（（
（　Renato Clarizia, La cessione del contratto - Il codice civile: Com

m
entario Schlesinger - D

iretto da Francesco 
D

onato Busnelli, M
ilano, 200（, p. （.

（
（（
（　Renato Clarizia, supra n. （（, p. （.

（
（11
（　

“Con l

’espressione cessione di contratto si suole indicare la convenzione in virtù della quale si trasferisce da 
uno dei contraenti ad un terzo il com

plesso dei rapporti giuridici posti in essere con un contratto

”. Puleo, supra n. 
（, p. （.

（
（1（
（　

“（…

（ attuare un fenom
eno di circolazione che ha com

e sua caratteristica ti realizzare il trapasso non di 
singoli rapporti giuridici, m

a del contratto stesso, val quanto dire dei rapporti giuridici che lo costituiscono, nel loro 
com

plesso e nel quale essi si trovano quando spettano ai soggetti in testa ai quali sono sorti

”. Puleo, supra n. （, p. 
10.

（
（10
（　Benedetti, supra n. （（, p. （（.

（
（10
（　Cicala, supra n. （（, p. 2（（.

（
（10
（　U

go N
atoli, 

“Alcuni aspetti della cessione del contratto secondo il nuovo codice civile

”, G
iurisprudenza 
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com
pleta Cassazione civile, 1（（（-II, p. （1（, p. （2（.

U
go N

atoli （1（1（-1（（2

（ 

は
、
ピ
サ
大
学
教
授
。
民
法
と
憲
法
制
度
の
調
和
の
諸
問
題
を
分
析
し
た
民
法
学
お
よ
び
労
働
法
学
者
。

（
（10
（　N

atoli, supra n. 10（, p. （2（.

（
（10
（　A

ndreoli, supra n. 1（, p. （（.

（
（10
（　A

ndreoli, supra n. 1（, p. （1.

（
（10
（　Cassazione, 1（（（/2/21, n. （0（, in G

iurisprudenza Italiana, 1（（（, I, 1, （（; Cassazione, 1（（（/1/12, n. （（, in G
iustizia 

Civile, 1 （（（, I, 122（. Benedetti, supra n. （（, p. （（.

（
（10
（　A

lbanese, supra n. （, p. 1（（-1（（.

（
（（1
（　

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
コ
ー
ズ
に
関
す
る
議
論
は
活
発
で
あ
っ
た
、
参
考
文
献
は
膨
大
で
あ
る
。
最
新
の
出
発
点
と
し
て
、

Rodolfo Sacco, 

“Causa

”, in D
igesto delle discipline privatistiche – Sezione Civile A

ggiornam
ento IX

, T
orino, 201（, p. 

（（.

（
（（（
（　Rodolfo Sacco, Giorgio D
e N

ova, T
rattato di diritto civile: Il contratto 

（III ed., 2  voll.

（, T
orino, 200（, vol. I, p. 

（（（ e ss.

（
（（0
（　

第
一
三
二
五
条　

要
件
の
指
示
―
契
約
の
諸
要
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
：
一 （

当
事
者
の
合
意；

二 （

コ
ー
ズ；

三 （

目
的；

四 （

方
式

［
…
…
］

（
（（0
（　Cicala, supra n. （（, p. 1（（.

（
（（0
（　Cicala, supra n. （（, p. 1（（.

（
（（0
（　Benedetti, supra n. （（, p. （（; A

ndreoli, supra n. 1（, p. 2（.

（
（（0
（　Giovanni Criscuoli, 

“Il negozio di sostituzione e la cessione del contratto

”, G
iustizia Civile, 1（（（-I, p. 1（（（, p. 

1（0（.

（
（（0
（　Francesco M

essineo, Il contratto in genere, M
ilano, 1（（2, p. 2（.

（
（（0
（　Guido A

lpa e A
ndrea Fusaro, 

“Cessione del contratto

”, in D
igesto delle discipline privatistiche – Sezione Civile 

vol. II, T
orino, 1（（（, p. （（（.
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（
119
）　A

lpa e Fusaro, supra n. 118, p. 339 e s.

（
120
）　A

lbanese, supra n. 4, p. 199.
（
121
）　A

lbanese, supra n. 4, p. 199.
（
122
）　A

lbanese, supra n. 4, p. 200.
（
123
）　Benedetti, supra n. 93, p. 100.

（
124
）　A

lbanese, supra n. 4, p. 201.

（
125
）　A

lberto Lepri, La form
a della cessione del contratto, Padova, 1993, p. 53-59.

（
126
）　Benedetti, supra n. 93, p. 114; Renato Clarizia, supra n. 98, p. 19.

（
127
）　Cass. Civ. 2.12.1980 n. 6295, M

assim
ario della G

iurisprudenza Italiana, 1980, p. 1504.

（
128
）　Pandolfelli, supra n. 86, p. 217.

（
129
）　A

ndreoli, supra n. 14, p. 5.

（
130
）　A

ndreoli, supra n. 14, p. 5; Benedetti, supra n. 93, p. 116.

（
131
）　Benedetti, supra n. 93, p. 117.

（
132
）　Cass. Civ. 28.1.66 n. 330, G

iurisprudenza Italiana, 1966-I, p. 1631; Benedetti, supra n. 93, p. 117.
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